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１ 調査の概要 
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１ 調査の概要 

 

（１）調査の目的 

   本市の社会動態は、近年、転入超過の傾向にあるが、20～29歳、特に 20～24歳は転出超過の

傾向が顕著である。1歳刻みでみると、22～26歳の転出超過が突出しており、大学卒業または就

職を機に市外へ転出していると思われる。このため、大学生世代（18～21歳）の意向を把握する

とともに、北竜台市街地に若者・子育て世代の転入・定住について具体的な検討を行うため、ア

ンケート調査を実施した。 

 

（２）調査方法 

    ① 調査地域：18歳から 21歳までの市民 2,000人（抽出数） 

    ② 調査対象：龍ケ崎市全域 

    ③ 標 本 数：2,000票 

    ④ 抽出方法：令和 6年 4月 1 日現在の住民基本台帳より、性別、年齢別、地域別により、

無作為に抽出 

    ⑤ 回答方法：WEB（googleフォーム） 

    ⑥ 調査期間：令和 6年 10月 2日（水）から 10月 21日（月）まで 

 

（３）回収状況 

配布数 回収数 回収率 

1,996件 319件 16.0％ 

  ※2,000 件の発送を行ったが、4 通が宛先不明等で返送されたため、回収率を算出する母数を 1,996 件とした。 

 

性別、地域別、ライフステージ別の回答状況 

 龍ケ崎 
地区 

大宮 
地区 

長戸 
地区 

八原 
地区 

馴柴 
地区 

川原代 
地区 

北文間 
地区 

龍ケ崎西 
地区 

松葉 
地区 

長山 
地区 

馴馬台 
地区 

久保台 
地区 

城ノ内 
地区 総 計 

高校生 2            2 4 
 男性 1             1 
 女性 1            2 3 
短大・専門学校 12 3  6 4 1  3 4 2 2 2 3 42 
 男性 2 2  3 2   2 1 1 2   15 
 女性 9 1  3 2   1 3 1  2 3 25 
 回答しない 1     1        2 
大学 1 年生 10  1 7 2  1  9 3 7 3  43 
 男性 2   3 1  1  4 1 2 1  15 
 女性 8  1 4 1    5 2 5 2  28 
大学 2 年生 16  1 4 7 1   4 3 4  7 47 
 男性 7   3 1 1   2 1   2 17 
 女性 9  1 1 6    2 2 4  5 30 
大学 3 年生 19 1  8 3 2 3 3 2 2 5 6 6 60 
 男性 5   3 1  2 1 1  2 2 4 21 
 女性 12 1  5 2 2 1 2 1 2 2 4 2 36 
 回答しない 2          1   3 
大学 4 年生 13 2 2 5 8 2  1 6 6 2 4 4 55 
 男性 5    1 1  1 4  1 2 2 17 
 女性 8 1 2 5 7 1   2 6 1 2 2 37 
 回答しない  1            1 
社会人 22 2 1 3 3 1 2 4 1 2 3 4 4 52 
 男性 5 2 1 2 1   2 1 1 1 3 2 21 
 女性 16   1 2 1 2 2  1 1 1 2 29 
 回答しない 1          1   2 
その他 3  2 6 1 1   1 1   1 16 
 男性 2  1 3      1   1 8 
 女性 1  1 2 1 1   1     7 
 回答しない    1          1 

総 計 97 8 7 39 28 8 6 11 27 19 23 19 27 319 
 男性 29 4 2 17 7 2 3 6 13 5 8 8 11 115 
 女性 64 3 5 21 21 5 3 5 14 14 13 11 16 195 
 回答しない 4 1  1  1     2   9     



２ 調査結果（単純集計） 
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２ 調査結果（単純集計） 

 

（１）基本情報 

    

 あなたの性別を選んでください。（１つのみ） 

        

 【市全体】 

⚫ 最も回答が多かったのは、「女性」であり、全体の約６割を占めており、「男性」の回答は全

体の約４割となっている。 

 【北竜台】 

⚫ 松葉地区、長山地区、馴馬台地区及び久保台地区で構成される北竜台市街地（以下「北竜台」

という。）は、市全体と同じ傾向であり、「女性」は全体の約６割、「男性」全体の約４割を

占めている。 

                                              

 
 龍ケ崎 

地区 
大宮 
地区 

長戸 
地区 

八原 
地区 

馴柴 
地区 

川原代 
地区 

北文間 
地区 

龍ケ崎西 
地区 

松葉 
地区 

長山 
地区 

馴馬台 
地区 

久保台 
地区 

城ノ内 
地区 総 計 

男性 29 4 2 17 7 2 3 6 13 5 8 8 11 115 
女性 64 3 5 21 21 5 3 5 14 14 13 11 16 195 
回答しない 4 1  1  1     2   9 

総 計 97 8 7 39 28 8 6 11 27 19 23 19 27 319 
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 あなたの世帯構成を教えてください。（１つのみ） 

   

 【市全体】 

⚫ 最も回答が多かったのは、「家族・親世帯」であり、全体の約９割を占めている。 

 【北竜台】 

⚫ 北竜台は、市全体と同じ傾向であり、「家族・親世帯」が全体の約９割を占めている。 

 

 
 龍ケ崎 

地区 
大宮 
地区 

長戸 
地区 

八原 
地区 

馴柴 
地区 

川原代 
地区 

北文間 
地区 

龍ケ崎西 
地区 

松葉 
地区 

長山 
地区 

馴馬台 
地区 

久保台 
地区 

城ノ内 
地区 総 計 

家族・親世帯 86 8 7 39 28 8 6 9 25 19 22 17 27 301 
 男性 24 4 2 17 7 2 3 4 11 5 7 6 11 103 
 女性 59 3 5 21 21 5 3 5 14 14 13 11 16 190 
 回答しない 3 1  1  1     2   8 
1 人（単身） 8       2 1  1 2  14 
 男性 4       2 1  1 2  10 
 女性 4             4 
その他 3        1     4 
 男性 1        1     2 
 女性 1             1 
 回答しない 1             1 

総 計 97 8 7 39 28 8 6 11 27 19 23 19 27 319 
 男性 29 4 2 17 7 2 3 6 13 5 8 8 11 115 
 女性 64 3 5 21 21 5 3 5 14 14 13 11 16 195 
 回答しない 4 1  1  1     2   9 

 

 

  



２ 調査結果（単純集計） 
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（２）居住地選択について 

    

 現在の居住地区(旧小学校区)を教えてください。（１つのみ） 

     

 【市全体】 

⚫ 最も回答が多かったのは、「龍ケ崎地区」であり、全体の約３割を占めている。 

⚫ 次いで「八原地区」「馴柴地区」「松葉地区」の順で回答が多くなっている。 

⚫ 北竜台の回答は、全体の約３割を占めている。 

 【北竜台】 

⚫ 北竜台の中では、「松葉地区」が最も多く、次いで「馴馬台地区」「長山地区」「久保台地区」

となっている。 

 

 
 龍ケ崎 

地区 
大宮 
地区 

長戸 
地区 

八原 
地区 

馴柴 
地区 

川原代 
地区 

北文間 
地区 

龍ケ崎西 
地区 

松葉 
地区 

長山 
地区 

馴馬台 
地区 

久保台 
地区 

城ノ内 
地区 

総 計 

高校生 2            2 4 
 男性 1             1 
 女性 1            2 3 
短大・専門学校 12 3  6 4 1  3 4 2 2 2 3 42 
 男性 2 2  3 2   2 1 1 2   15 
 女性 9 1  3 2   1 3 1  2 3 25 
 回答しない 1     1        2 
大学 1 年生 10  1 7 2  1  9 3 7 3  43 
 男性 2   3 1  1  4 1 2 1  15 
 女性 8  1 4 1    5 2 5 2  28 
大学 2 年生 16  1 4 7 1   4 3 4  7 47 
 男性 7   3 1 1   2 1   2 17 
 女性 9  1 1 6    2 2 4  5 30 
大学 3 年生 19 1  8 3 2 3 3 2 2 5 6 6 60 
 男性 5   3 1  2 1 1  2 2 4 21 
 女性 12 1  5 2 2 1 2 1 2 2 4 2 36 
 回答しない 2          1   3 
大学 4 年生 13 2 2 5 8 2  1 6 6 2 4 4 55 
 男性 5    1 1  1 4  1 2 2 17 
 女性 8 1 2 5 7 1   2 6 1 2 2 37 
 回答しない  1            1 
社会人 22 2 1 3 3 1 2 4 1 2 3 4 4 52 
 男性 5 2 1 2 1   2 1 1 1 3 2 21 
 女性 16   1 2 1 2 2  1 1 1 2 29 
 回答しない 1          1   2 
その他 3  2 6 1 1   1 1   1 16 
 男性 2  1 3      1   1 8 
 女性 1  1 2 1 1   1     7 
 回答しない    1          1 

総 計 97 8 7 39 28 8 6 11 27 19 23 19 27 319 
 男性 29 4 2 17 7 2 3 6 13 5 8 8 11 115 
 女性 64 3 5 21 21 5 3 5 14 14 13 11 16 195 
 回答しない 4 1  1  1     2   9      



２ 調査結果（単純集計） 
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 現在の居住形態を教えてください。（１つのみ） 

        

 【市全体】 

⚫ 最も回答が多かったのは、「戸建て住宅（持ち家、家族所有）」であり、全体の約８割を占め

ている。 

 【北竜台】 

⚫ 北竜台は、市全体と同じ傾向であり、「戸建て住宅（持ち家、家族所有）」と答えた割合が全

体の約８割を占めている。 

     

 

 
 龍ケ崎 

地区 
大宮 
地区 

長戸 
地区 

八原 
地区 

馴柴 
地区 

川原代 
地区 

北文間 
地区 

龍ケ崎西 
地区 

松葉 
地区 

長山 
地区 

馴馬台 
地区 

久保台 
地区 

城ノ内 
地区 総 計 

戸建て住宅(持ち家、

家族所有) 
69 7 7 39 21 8 6 8 22 14 20 13 26 260 

 男性 19 4 2 17 6 2 3 4 10 3 6 5 10 91 
 女性 47 2 5 21 15 5 3 4 12 11 12 8 16 161 
 回答しない 3 1  1  1     2   8 
戸建て住宅(賃貸) 3        1 1 1  1 7 
 男性 2         1   1 4 
 女性 1        1  1   3 
アパート、マンショ
ン(持ち家、家族所有) 

7    5     1  5  18 

 男性 1    1     1  2  5 
 女性 6    4       3  13 
アパート、マンショ
ン(賃貸) 

12    2   3 2 3 2 1  25 

 男性 4       2 2  2 1  11 
 女性 8    2   1  3    14 
社宅、寮、シェア
ハウス 

5 1       2     8 

 男性 3        1     4 
 女性 2 1       1     4 
その他 1             1 
 回答しない 1             1 

総 計 97 8 7 39 28 8 6 11 27 19 23 19 27 319 
 男性 29 4 2 17 7 2 3 6 13 5 8 8 11 115 
 女性 64 3 5 21 21 5 3 5 14 14 13 11 16 195 
 回答しない 4 1  1  1     2   9 

 

  

市全体 



２ 調査結果（単純集計） 
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 龍ケ崎市にお住まいの年数を教えてください。（１つのみ） 

          

 【市全体】 

⚫ 最も回答が多かったのは、「生まれたときから龍ケ崎市に住んでいる」であり、市全体の約

６割を占めている。 

⚫ 次いで「10年以上 20年未満」が全体の約３割を占めており、この２つが全体の約９割を占

めている。 

 【北竜台】 

⚫ 北竜台では、「生まれたときから龍ケ崎市に住んでいる」の回答が最も多く全体の約５割を

占めているが、市全体と比較すると少なくなっている。 

⚫ 次いで「10年以上 20年未満」が全体の約４割を占めており、この２つが全体の約９割を占

めている。 

     

 
 龍ケ崎 

地区 
大宮 
地区 

長戸 
地区 

八原 
地区 

馴柴 
地区 

川原代 
地区 

北文間 
地区 

龍ケ崎西 
地区 

松葉 
地区 

長山 
地区 

馴馬台 
地区 

久保台 
地区 

城ノ内 
地区 

総 計 

生まれたときから龍ケ
崎市に住んでいる 

53 5 5 26 18 5 3 6 11 7 11 11 17 178 

 男性 16 2 1 11 3  1 3 5 2 3 4 7 58 
 女性 34 3 4 15 15 4 2 3 6 5 7 7 10 115 
 回答しない 3     1     1   5 
10 年以上 20 年未満 27 3 2 11 9 1 1 3 11 10 10 5 10 103 
 男性 7 2 1 5 4 1 1 1 5 3 3 3 4 40 
 女性 19  1 5 5   2 6 7 6 2 6 59 
 回答しない 1 1  1       1   4 
５年以上 10 年未満 5      1  1 1 1 1  10 
 男性 1          1 1  3 
 女性 4      1  1 1    7 
３年以上５年未満 2        1     3 
 男性 2        1     3 
１年以上３年未満 3    1 1  2 1  1 2  11 
 男性 1       2 1  1   5 
 女性 2    1 1      2  6 
１年未満 6        2 1    9 
 男性 2        1     3 
 女性 4        1 1    6 
その他 1   2  1 1       5 
 男性    1  1 1       3 
 女性 1   1          2 

総 計 97 8 7 39 28 8 6 11 27 19 23 19 27 319 
 男性 29 4 2 17 7 2 3 6 13 5 8 8 11 115 
 女性 64 3 5 21 21 5 3 5 14 14 13 11 16 195 
 回答しない 4 1  1  1     2   9 

    



２ 調査結果（単純集計） 
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 あなたのライフステージを教えてください。（１つのみ） 

          

 【市全体】 

⚫ 最も回答が多かったのは、「大学３年生」であり、次いで「大学４年生」「社会人」となって

いるが、大きな違いはなく、それぞれ全体の約２割を占めている。 

⚫ 「大学１年生」から「大学４年生」までが占める割合は、全体の約６割となっている。 

 【北竜台】 

⚫ 北竜台では、「大学１年生」が最も多く、次いで「大学４年生」「大学３年生」となっている。 

⚫ 「大学１年生」から「大学４年生」までが占める割合は、全体の約８割となっている。 

 

 
 龍ケ崎 

地区 
大宮 
地区 

長戸 
地区 

八原 
地区 

馴柴 
地区 

川原代 
地区 

北文間 
地区 

龍ケ崎西 
地区 

松葉 
地区 

長山 
地区 

馴馬台 
地区 

久保台 
地区 

城ノ内 
地区 総 計 

高校生 2            2 4 
 男性 1             1 
 女性 1            2 3 
短大・専門学校 12 3  6 4 1  3 4 2 2 2 3 42 
 男性 2 2  3 2   2 1 1 2   15 
 女性 9 1  3 2   1 3 1  2 3 25 
 回答しない 1     1        2 
大学１年生 10  1 7 2  1  9 3 7 3  43 
 男性 2   3 1  1  4 1 2 1  15 
 女性 8  1 4 1    5 2 5 2  28 
大学２年生 16  1 4 7 1   4 3 4  7 47 
 男性 7   3 1 1   2 1   2 17 
 女性 9  1 1 6    2 2 4  5 30 
大学３年生 19 1  8 3 2 3 3 2 2 5 6 6 60 
 男性 5   3 1  2 1 1  2 2 4 21 
 女性 12 1  5 2 2 1 2 1 2 2 4 2 36 
 回答しない 2          1   3 
大学４年生 13 2 2 5 8 2  1 6 6 2 4 4 55 
 男性 5    1 1  1 4  1 2 2 17 
 女性 8 1 2 5 7 1   2 6 1 2 2 37 
 回答しない  1            1 
社会人 22 2 1 3 3 1 2 4 1 2 3 4 4 52 
 男性 5 2 1 2 1   2 1 1 1 3 2 21 
 女性 16   1 2 1 2 2  1 1 1 2 29 
 回答しない 1          1   2 
その他 3  2 6 1 1   1 1   1 16 
 男性 2  1 3      1   1 8 
 女性 1  1 2 1 1   1     7 
 回答しない    1          1 

総 計 97 8 7 39 28 8 6 11 27 19 23 19 27 319 
 男性 29 4 2 17 7 2 3 6 13 5 8 8 11 115 
 女性 64 3 5 21 21 5 3 5 14 14 13 11 16 195 
 回答しない 4 1  1  1     2   9 

  



２ 調査結果（単純集計） 
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 Ｑ６で「短大・専門学校」または「大学１年生～４年生」と答えた方にお聞きし

ます。通学先はどこですか？（１つのみ） 

           

 【市全体】 

⚫ 最も回答が多かったのは、「都内（東京 23区）」であり、全体の約４割を占めている。 

⚫ 次いで「千葉県」「茨城県内」となっており、この３つで全体の約８割を占めている。 

 【北竜台】 

⚫ 北竜台では、市全体と同じ傾向であるが、「千葉県」に通学しているの割合が若干多かった。 

 

 
 龍ケ崎 

地区 
大宮 
地区 

長戸 
地区 

八原 
地区 

馴柴 
地区 

川原代 
地区 

北文間 
地区 

龍ケ崎西 
地区 

松葉 
地区 

長山 
地区 

馴馬台 
地区 

久保台 
地区 

城ノ内 
地区 総 計 

龍ケ崎市 8      1  2  4   15 
 男性 5      1  2  2   10 
 女性 3          2   5 
茨城県内 15   3 6 2  2 1 4 4 1 5 43 
 男性 6   1 1 2  1   3 1 1 16 
 女性 8   2 5   1 1 4 1  4 26 
 回答しない 1             1 
都内（東京 23 区） 25 4 3 13 8 3 3 3 11 6 6 7 10 102 
 男性 5 2  5 2  2 2 5 2 2 2 5 34 
 女性 20 1 3 8 6 2 1 1 6 4 3 5 5 65 
 回答しない  1    1     1   3 
都内（東京 23 区外） 1        1   1  3 
 男性 1        1     2 
 女性            1  1 
千葉県 15  1 7 8 1  2 7 6 5 5 4 61 
 男性 3   3 2   1 3 1  2 2 17 
 女性 10  1 4 6 1  1 4 5 5 3 2 42 
 回答しない 2             2 
埼玉県 4   4       1 1 1 11 
 男性 1   1          2 
 女性 3   3       1 1 1 9 
神奈川県    1 1    3     5 
 男性    1 1    1     3 
 女性         2     2 
その他県外 2 2  2 1         7 
 男性    1          1 
 女性 2 2  1 1         6 

総計 70 6 4 30 24 6 4 7 25 16 20 15 20 247 
 男性 21 2  12 6 2 3 4 12 3 7 5 8 85 
 女性 46 3 4 18 18 3 1 3 13 13 12 10 12 156 
 回答しない 3 1    1     1   6 

  



２ 調査結果（単純集計） 
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 Ｑ６で「社会人」と答えた方にお聞きします。通勤先はどこですか？（１つのみ） 

         

 【市全体】 

⚫ 「茨城県内」及び「龍ケ崎市」がほぼ同じとなっており、どちらもそれぞれ全体の約４割を

占めていることから、この２つで全体の約９割を占めている。 

 【北竜台】 

⚫ 北竜台では、「龍ケ崎市」が全体の約６割を占めており、次いで「茨城県内」が全体の約３

割を占めている。 

 

 
 龍ケ崎 

地区 
大宮 
地区 

長戸 
地区 

八原 
地区 

馴柴 
地区 

川原代 
地区 

北文間 
地区 

龍ケ崎西 
地区 

松葉 
地区 

長山 
地区 

馴馬台 
地区 

久保台 
地区 

城ノ内 
地区 総 計 

龍ケ崎市 9 1  1 1 1  2  2 2 2 1 22 
 男性 1 1      2  1 1 2  8 
 女性 7   1 1 1    1   1 12 
 回答しない 1          1   2 
茨城県内 8 1 1 2 2  2 1 1  1 1 3 23 
 男性 3 1 1 2 1    1   1 2 12 
 女性 5    1  2 1   1  1 11 
都内（東京 23 区） 1           1  2 
 女性 1           1  2 
千葉県 4       1      5 
 男性 1             1 
 女性 3       1      4 

総計 22 2 1 3 3 1 2 4 1 2 3 4 4 52 
 男性 5 2 1 2 1   2 1 1 1 3 2 21 
 女性 16   1 2 1 2 2  1 1 1 2 29 
 回答しない 1          1   2 

 

 

 

  



２ 調査結果（単純集計） 
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 Ｑ６で「短大・専門学校」または「大学１年生～４年生」と答えた方にお聞きします。

奨学金を受けていますか？（１つのみ） 

    

 【市全体】 

⚫ 「奨学金を受けている」と答えた割合は全体の約３割であるのに対し、「受けていない」と

答えた割合は全体の約７割を占めている。 

 【北竜台】 

⚫ 北竜台は、市全体と同じ傾向であるが、「奨学金を受けている」と答えた割合は全体の約２

割であるのに対し、「受けていない」と答えた割合は全体の約８割を占めているる。 

 

 
 龍ケ崎 

地区 
大宮 
地区 

長戸 
地区 

八原 
地区 

馴柴 
地区 

川原代 
地区 

北文間 
地区 

龍ケ崎西 
地区 

松葉 
地区 

長山 
地区 

馴馬台 
地区 

久保台 
地区 

城ノ内 
地区 総 計 

受けている 29 1  7 11 1 1 4 3 6 4 3 10 80 
 男性 11 1  1 3   3 1 2 1 2 4 29 
 女性 17   6 8  1 1 2 4 3 1 6 49 
 回答しない 1     1        2 
受けていない 41 5 4 23 13 5 3 3 22 10 16 12 10 167 
 男性 10 1  11 3 2 3 1 11 1 6 3 4 56 
 女性 29 3 4 12 10 3  2 11 9 9 9 6 107 
 回答しない 2 1         1   4 

総計 70 6 4 30 24 6 4 7 25 16 20 15 20 247 
 男性 21 2  12 6 2 3 4 12 3 7 5 8 85 
 女性 46 3 4 18 18 3 1 3 13 13 12 10 12 156 
 回答しない 3 1    1     1   6 

 

 

  



２ 調査結果（単純集計） 
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 Ｑ８で「奨学金を受けている」と答えた方にお聞きします。１か月の奨学金の金額は

どのくらいですか？（１つのみ） 

    

 【市全体】 

⚫ 最も回答が多かったのは、「５～８万円」であり全体の約３割を占めている。次いで「３～

５万円」及び「10万円以上」が同数であり、それぞれ全体の約２割を占めている。 

 【北竜台】 

⚫ 北竜台で最も回答が多かったのは、「５～８万円」及び「10万円以上」が同数で全体の約３

割を占めている。 

 

 
 龍ケ崎 

地区 
大宮 
地区 

長戸 
地区 

八原 
地区 

馴柴 
地区 

川原代 
地区 

北文間 
地区 

龍ケ崎西 
地区 

松葉 
地区 

長山 
地区 

馴馬台 
地区 

久保台 
地区 

城ノ内 
地区 総 計 

3 万円未満 2 1   1   1   1 1 2 9 
 男性 1 1          1  3 
 女性 1    1   1   1  2 6 
3～5 万円未満 5   2 4 1  1  2   3 18 
 男性 1    2   1  1   2 7 
 女性 3   2 2     1   1 9 
 回答しない 1     1        2 
5～8 万円未満 12   3 3  1 2 1 2 1 1 1 27 
 男性 4    1   2   1 1  9 
 女性 8   3 2  1  1 2   1 18 
8～10 万円未満 2   1 1     1  1 2 8 
 男性 1         1   1 3 
 女性 1   1 1       1 1 5 
10 万円以上 8   1 2    2 1 2  2 18 
 男性 4   1     1    1 7 
 女性 4    2    1 1 2  1 11 

総計 29 1  7 11 1 1 4 3 6 4 3 10 80 
 男性 11 1  1 3   3 1 2 1 2 4 29 
 女性 17   6 8  1 1 2 4 3 1 6 49 
 回答しない 1     1        2 

 

  



２ 調査結果（単純集計） 
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 将来どのような職業に就職したいですか？（１つのみ） 

         

 【市全体】 

⚫ 最も回答が多かったのは、「医療、看護系」であり、全体の約２割を占めている。 

⚫ 次いで「わからない」「公務員」となっており、それぞれ全体の約１割を占めている。 

 【北竜台】 

⚫ 北竜台は、市全体と同じ傾向であり、「医療、看護系」が最も多く全体の約２割を占めてい

る。 

⚫ 次いで「わからない」「公務員」「コンピューター、情報・通信関係」となっており、全体の

約１割を占めている。 

     

 
 

 

  



２ 調査結果（単純集計） 
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 龍ケ崎 

地区 
大宮 
地区 

長戸 
地区 

八原 
地区 

馴柴 
地区 

川原代 
地区 

北文間 
地区 

龍ケ崎西 
地区 

松葉 
地区 

長山 
地区 

馴馬台 
地区 

久保台 
地区 

城ノ内 
地区 

総 計 

農林水産業関係 1    1   2 2  1  1 8 
 男性 1       2 2    1 6 
 女性     1      1   2 
製造業(工業)関係 2 1 1 3 1 1 1 1 1 1 2 1 2 18 
 男性 1 1 1 3 1 1  1  1 1 1 2 14 
 女性 1      1  1  1   4 
建設業関係(設計、 

建築、土木関係) 
    2    1  1 1 1 6 

 男性     1    1   1 1 4 
 女性     1      1   2 
コンピューター、情
報・通信関係 

8 3  4  1  1 1 2 4 2 1 27 

 男性 4 1  1  1  1 1 2 2 1  14 
 女性 4 1  2       1 1 1 10 
 回答しない  1  1       1   3 
商店、飲食店関係 4   3 1 1   2 1 1  1 14 
 男性         1  1   2 
 女性 4   3 1 1   1 1   1 12 
金融、保険関係 1   2   1  1    1 6 
 男性    2   1  1     4 
 女性 1            1 2 
理容、美容関係 2   2    1     1 6 
 女性 2   2    1     1 6 
文化・芸術関係 
(作家・歌手など) 

6  1 1 1 1   1 1   1 13 

 男性 2   1 1     1   1 6 
 女性 4  1      1     6 
 回答しない      1        1 
マスコミ関係(新聞、
テレビなど) 

2           2  4 

 男性            1  1 
 女性 2           1  3 
交通・運輸関係 3 1  1 1         6 
 男性 3   1          4 
 女性  1   1         2 
観光関係(レジャー、

旅行会社など) 
2   3     1  1   7 

 男性    1          1 
 女性 2   2     1  1   6 
公務員 5 1 3 4 6 1 1  2 1 5 1 2 32 
 男性 2 1 1 2 3  1  2  2 1 1 16 
 女性 3  2 2 3 1    1 3  1 16 
教員、保育士 9  1 1 3  1 1  2   2 20 
 男性 1             1 
 女性 8  1 1 3  1 1  2   2 19 
医療、看護系 19   3 3 1 1 2 6 5 1 6 8 55 
 男性 5   1    2 1   1 2 12 
 女性 12   2 3 1 1  5 5 1 5 6 41 
 回答しない 2             2 
福祉関係 1 1  1 2   2 1     8 
 男性  1   1    1     3 
 女性 1   1 1   2      5 
スポーツ関係 3   1   1  2     7 
 男性 1      1  1     3 
 女性 2   1     1     4 
わからない 16   5 2 1   3 3 5 1 3 39 
 男性 6   4      1 1  1 13 
 女性 8   1 2 1   3 2 3 1 2 23 
 回答しない 2          1   3 
その他 13 1 1 5 5 1  1 3 3 2 5 3 43 
 男性 3   1     2  1 2 2 11 
 女性 10 1 1 4 5 1  1 1 3 1 3 1 32 

総計 97 8 7 39 28 8 6 11 27 19 23 19 27 319 
 男性 29 4 2 17 7 2 3 6 13 5 8 8 11 115 
 女性 64 3 5 21 21 5 3 5 14 14 13 11 16 195 
 回答しない 4 1  1  1     2   9 

 

 

  



２ 調査結果（単純集計） 
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 就職先を選ぶ際の優先度を教えてください。(いくつでも) 

         

 【市全体】 

⚫ 最も回答が多かったのは、「職種・仕事の内容」であり、次いで「給与の金額」となってお

り、それぞれ回答者の約６割が当該項目を選んでいる。 

⚫ 上記の２つは、回答者の半数以上が就職先を選ぶ際の優先度となっている。 

⚫ このほか、回答者の約５割は「勤務先」を選んでおり、「福利厚生が充実している」「休暇の

取得率」は回答者の約４割が当該項目を選んでいる。 

 【北竜台】 

⚫ 北竜台は、市全体と同じ傾向であり、「職種・仕事の内容」「給与の金額」「勤務先」「福利厚

生が充実している」の順となっている。 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

63.9%

59.6%

45.1%

42.9%

36.1%

13.8%

6.3%

4.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

職種・仕事の内容

給与の金額

勤務地

福利厚生が充実している

休暇の取得率

勤務時間が自由(フレックスなど)

在宅ワークができる

その他

67.0%

59.1%

46.6%

45.5%

33.0%

13.6%

4.5%

2.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

職種・仕事の内容

給与の金額

勤務地

福利厚生が充実している

休暇の取得率

勤務時間が自由(フレックスなど)

在宅ワークができる

その他

市全体 北竜台 

n=319 n=88 



２ 調査結果（単純集計） 
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 龍ケ崎 

地区 
大宮 
地区 

長戸 
地区 

八原 
地区 

馴柴 
地区 

川原代 
地区 

北文間 
地区 

龍ケ崎西 
地区 

松葉 
地区 

長山 
地区 

馴馬台 
地区 

久保台 
地区 

城ノ内 
地区 

総 計 

職種・仕事の内容 60 4 5 24 18 5 5 5 19 16 14 10 19 204 
 男性 21 2 2 13 5 1 3 2 9 5 4 4 8 79 
 女性 38 1 3 10 13 3 2 3 10 11 8 6 11 119 
 回答しない 1 1  1  1     2   6 
給与の金額 63 4 3 28 13 4 2 7 17 12 14 9 14 190 
 男性 18 2 1 14 3 2 1 5 7 3 4 5 7 72 
 女性 43 2 2 13 10 1 1 2 10 9 9 4 7 113 
 回答しない 2   1  1     1   5 
勤務地 46 4 3 19 8 4 3 5 11 11 10 9 11 144 
 男性 17 2 1 5 2 1 1 2 5 1 3 4 5 49 
 女性 29 1 2 13 6 2 2 3 6 10 5 5 6 90 
 回答しない  1  1  1     2   5 
福利厚生が充実して
いる 

44 3 3 14 13 4 2 4 13 9 10 8 10 137 

 男性 15 1  6 2 2 1 1 5 1 4 4 3 45 
 女性 29 1 3 7 11 2 1 3 8 8 4 4 7 88 
 回答しない  1  1       2   4 
休暇の取得率 40 3 3 19 9 2  3 10 7 8 4 7 115 
 男性 15 2 1 10 2 1  2 5 2 2 3 2 47 
 女性 23  2 9 7   1 5 5 5 1 5 63 
 回答しない 2 1    1     1   5 
勤務時間が自由(フ
レックスなど) 

13 1  12 2 1  1 5 1 4 2 2 44 

 男性 4 1  6     4  2 1 1 19 
 女性 8   6 2 1  1 1 1 2 1 1 24 
 回答しない 1             1 
在宅ワークができる 6 1  6 1     2 1 1 2 20 
 男性 3   3      2   1 9 
 女性 3   3 1       1 1 9 
 回答しない  1         1   2 
その他 6   1 2   1  1  1 1 13 
 男性 2   1        1 1 5 
 女性 3    2   1  1    7 
 回答しない 1             1 

総計 278 20 17 123 66 20 12 26 75 59 61 44 66 867 
 男性 95 10 5 58 14 7 6 12 35 14 19 22 28 325 
 女性 176 5 12 61 52 9 6 14 40 45 33 22 38 513 
 回答しない 7 5  4  4     9   29 

 

 

 

  



２ 調査結果（単純集計） 
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 龍ケ崎市は住みやすいですか？（１つのみ） 

         

 【市全体】 

⚫ 最も回答が多かったのは、「住みやすい」であり、全体の約６割を占めている。 

⚫ 次いで「どちらともいえない」「住みにくい」となっている。 

 【北竜台】 

⚫ 北竜台は、市全体と同じ傾向であり、「住みやすい」が最も多く、全体の約６割を占めてい

る。 

⚫ 次いで「どちらともいえない」「住みにくい」となっている。 

     

 
 龍ケ崎 

地区 
大宮 
地区 

長戸 
地区 

八原 
地区 

馴柴 
地区 

川原代 
地区 

北文間 
地区 

龍ケ崎西 
地区 

松葉 
地区 

長山 
地区 

馴馬台 
地区 

久保台 
地区 

城ノ内 
地区 総 計 

住みやすい 57 5 5 18 17 5 3 6 18 13 16 9 16 188 
 男性 18 3 2 8 3 2 2 3 9 4 8 4 6 72 
 女性 38 2 3 10 14 3 1 3 9 9 8 5 10 115 
 回答しない 1             1 
住みにくい 12 1 1 5 5 2 1 1 4  2 3 1 38 
 男性 5   3 3    3   1 1 16 
 女性 7  1 2 2 2 1 1 1  1 2  20 
 回答しない  1         1   2 
どちらともいえない 25 2  15 6 1 2 3 4 5 4 7 10 84 
 男性 6 1  5 1  1 3 1 1  3 4 26 
 女性 16 1  9 5  1  3 4 4 4 6 53 
 回答しない 3   1  1        5 
わからない 3  1 1    1  1 1   8 
 男性    1          1 
 女性 3  1     1  1    6 
 回答しない           1   1 
その他         1     1 
 女性         1     1 

総計 97 8 7 39 28 8 6 11 27 19 23 19 27 319 
 男性 29 4 2 17 7 2 3 6 13 5 8 8 11 115 
 女性 64 3 5 21 21 5 3 5 14 14 13 11 16 195 
 回答しない 4 1  1  1     2   9 
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 今後も龍ケ崎市に住み続けたいですか？（１つのみ） 

         

 【市全体】 

⚫ 最も回答が多かったのは、「わからない」であり、全体の約４割を占めている。 

⚫ 「住み続けたい」と「住み続けたくない」を比較すると、若干だが「住み続けたい」と答え

た人の割合が多くなっている。 

 【北竜台】 

⚫ 北竜台は、市全体と同じ傾向であるが、「わからない」と答えた割合は少なく、「住み続けた

い」「住み続けたくない」と答えた割合が多かった。 

⚫ 「一度は市外で暮らしたいが、結婚、子育てを機に戻りたい」と答えた割合は、市全体より

も低い結果であった。 

 

 
 龍ケ崎 

地区 
大宮 
地区 

長戸 
地区 

八原 
地区 

馴柴 
地区 

川原代 
地区 

北文間 
地区 

龍ケ崎西 
地区 

松葉 
地区 

長山 
地区 

馴馬台 
地区 

久保台 
地区 

城ノ内 
地区 

総 計 

住み続けたい 26 1 3 10 5 1 2 4 6 7 9 4 4 82 
 男性 10 1 2 4 1 1 1 3 3  5 2  33 
 女性 16  1 6 4  1 1 3 7 4 2 4 49 
一度は市外で暮らし
たいが、結婚、子育て
を機に戻りたい 

9 2 1 4 3 1 2 2 1 1 3 1 7 37 

 男性 1 2  2 1 1 1 1 1  1  3 14 
 女性 8  1 2 2  1 1  1 2 1 4 23 
住み続けたくない 21 1 1 7 5 3 1 1 10 2 5 8 5 70 
 男性 6   1 3    4   5 2 21 
 女性 14  1 5 2 3 1 1 6 2 4 3 3 45 
 回答しない 1 1  1       1   4 
わからない 40 4 2 17 12 2 1 4 10 8 5 6 11 122 
 男性 12 1  9 2  1 2 5 4 1 1 6 44 
 女性 25 3 2 8 10 2  2 5 4 3 5 5 74 
 回答しない 3          1   4 
その他 1   1 3 1    1 1   8 
 男性    1      1 1   3 
 女性 1    3         4 
 回答しない      1        1 

総計 97 8 7 39 28 8 6 11 27 19 23 19 27 319 
 男性 29 4 2 17 7 2 3 6 13 5 8 8 11 115 
 女性 64 3 5 21 21 5 3 5 14 14 13 11 16 195 
 回答しない 4 1  1  1     2   9 
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 Ｑ13 で「住み続けたい」と答えた方にお聞きします。龍ケ崎市に住み続けた

いと思った理由は何ですか？(いくつでも) 

        

 【市全体】 

⚫ 最も回答が多かったのは、「龍ケ崎市で育ったため」であり、回答者の約９割が当該項目を

選んでいる。 

⚫ 次いで「家族・知人が近隣に住んでいるため」「龍ケ崎市に愛着があるため」となっており、

それぞれの回答者の約６割が当該項目を選んでいる。 

 【北竜台】 

⚫ 北竜台は、市全体と同じ傾向であり、「龍ケ崎市で育ったため」が最も多く、次いで「家族・

知人が近隣に住んでいるため」「龍ケ崎市に愛着があるため」となっている。 

     

 

  

91.5%

57.3%

56.1%

31.7%

30.5%

29.3%

18.3%

7.3%

3.7%

3.7%

1.2%

1.2%

26.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

龍ケ崎市で生まれ育ったため

家族・知人が近隣に住んでいるため

龍ケ崎市に愛着があるため

自然が豊かなため

買い物など日常生活が便利なため

通勤・通学（特に電車通勤）に便利なため

土地や住宅の価格が安いため

市外（龍ケ崎市近隣）に就職が決まってい

るため

市内に就職が決まっているため

都内に就職したい（決まっている）ため

公的サービスが充実しているため

子育て環境が充実しているため

その他

61.5%

46.2%

46.2%

34.6%

30.8%

23.1%

11.5%

3.8%

3.8%

0.0%

0.0%

0.0%

23.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

龍ケ崎市で生まれ育ったため

家族・知人が近隣に住んでいるため

龍ケ崎市に愛着があるため

通勤・通学（特に電車通勤）に便利なため

買い物など日常生活が便利なため

自然が豊かなため

土地や住宅の価格が安いため

市内に就職が決まっているため

市外（龍ケ崎市近隣）に就職が決まってい

るため

公的サービスが充実しているため

子育て環境が充実しているため

都内に就職したい（決まっている）ため

その他

北竜台 
n=82 n=26 
市全体 
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 龍ケ崎 

地区 
大宮 
地区 

長戸 
地区 

八原 
地区 

馴柴 
地区 

川原代 
地区 

北文間 
地区 

龍ケ崎西 
地区 

松葉 
地区 

長山 
地区 

馴馬台 
地区 

久保台 
地区 

城ノ内 
地区 

総 計 

龍ケ崎市で生まれ
育ったため 

21 3 4 8 6 2 2 6 5 3 6 2 7 75 

 男性 6 3 2 4 2 2 2 4 4  2 1 2 34 
 女性 15  2 4 4   2 1 3 4 1 5 41 
家族・知人が近隣に
住んでいるため 

9 2 2 7 6 1 3 2 4 3 2 3 3 47 

 男性 4 2 1 5 2 1 1 1 3   1 1 22 
 女性 5  1 2 4  2 1 1 3 2 2 2 25 
龍ケ崎市に愛着が
あるため 

11 1 1 6 4 1 2 3 2 4 3 3 5 46 

 男性 5 1 1 2 2 1 2 2 2  2 1 3 24 
 女性 6   4 2   1  4 1 2 2 22 
自然が豊かなため 6 1 2 4 1  2 2 3  2 1 2 26 
 男性 2 1 1 2   1 2 2   1 1 13 
 女性 4  1 2 1  1  1  2  1 13 
買い物など日常生
活が便利なため 

8   4 1  1  2 2  4 3 25 

 男性 5   1   1  1   2 1 11 
 女性 3   3 1    1 2  2 2 14 
通勤・通学（特に電車

通勤）に便利なため 
5    5 1 1  3 2 2 2 3 24 

 男性 2    1 1 1  1  2 1 2 11 
 女性 3    4    2 2  1 1 13 
土地や住宅の価格
が安いため 

4  1 1  1  1 1 1 1  4 15 

 男性 1     1   1    2 5 
 女性 3  1 1    1  1 1  2 10 
市外（龍ケ崎市近隣）

に就職が決まって
いるため 

2   1 1   1  1    6 

 男性        1      1 
 女性 2   1 1         5 
市内に就職が決ま
っているため 

2          1   3 

 男性 1          1   2 
 女性 1             1 
都内に就職したい
（決まっている）ため 

1    1  1       3 

 男性     1  1       2 
 女性 1             1 
公的サービスが充
実しているため 

1             1 

 女性 1             1 
子育て環境が充実
しているため 

   1          1 

 女性    1          1 
その他 4  2 6 1 1  1 2 2 2   22 
 男性 2  1 3    1  1 2  1 11 
 女性 2  1 2 1 1   2 1    10 
 回答しない 0   1          1 

総計 74 7 12 38 26 7 12 16 22 18 19 15 28 294 
 男性 28 7 6 17 8 6 9 11 14 1 9 7 13 136 
 女性 46  6 20 18 1 3 5 8 17 10 8 15 157 
 回答しない    1          1 
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 Ｑ13 で「住み続けたくない」と答えた方にお聞きします。どこに住みたいで

すか？(いくつでも) 

       

 【市全体】 

⚫ 最も回答が多かったのは、「都内（東京 23区）」であり、回答者の約４割が当該項目を選ん

でいる。 

⚫ 次いで「都内を除く首都圏（神奈川県、埼玉県等）」「その他県外」となっており、それぞれ

の回答者の約３割が当該項目を選んでいる。 

⚫ 近隣では、「柏市」が最も多く、回答者の約２割が当該項目を選んでいる。 

 【北竜台】 

⚫ 北竜台は、市全体と同じ傾向であり、「都内（東京 23区）」が最も多く、次いで「都内を除

く首都圏（神奈川県、埼玉県等）」「その他県外」「柏市」となっている。 

     

 

  

44.3%

31.4%

21.4%

10.0%

10.0%

8.6%

4.3%

4.3%

4.3%

4.3%

4.3%

0.0%

30.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

都内（東京23区）

都内を除く首都圏（神奈川県、埼玉県等）

柏市

取手市

都内（東京23区外）

松戸市

牛久市

つくば市

土浦市

その他茨城県内

わからない

我孫子市

その他県外

40.0%

28.0%

20.0%

12.0%

8.0%

4.0%

4.0%

4.0%

4.0%

0.0%

0.0%

0.0%

28.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

都内（東京23区）

都内を除く首都圏（神奈川県、埼玉県等）

柏市

松戸市

都内（東京23区外）

取手市

土浦市

その他茨城県内

わからない

牛久市

つくば市

我孫子市

その他県外

北竜台 
n=70 n=25 
市全体 
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 龍ケ崎 

地区 
大宮 
地区 

長戸 
地区 

八原 
地区 

馴柴 
地区 

川原代 
地区 

北文間 
地区 

龍ケ崎西 
地区 

松葉 
地区 

長山 
地区 

馴馬台 
地区 

久保台 
地区 

城ノ内 
地区 

総 計 

都内（東京 23 区） 12 1  1 2 3   3 2 3 2 2 31 
 男性 2    2       1 1 6 
 女性 9   1  3   3 2 2 1 1 22 
 回答しない 1 1         1   3 
都内を除く首都圏
（神奈川県、埼玉県等） 

8   3 1 1   4 1  2 2 22 

 男性 3   1 1    2   1  8 
 女性 5   1  1   2 1  1 2 13 
 回答しない    1          1 
柏市 5   1 2 1  1  1 1 3  15 
 男性 3    1       2  6 
 女性 2   1 1 1  1  1 1 1  9 
取手市 1 1  1 3       1  7 
 男性 1    2       1  4 
 女性    1 1         2 
 回答しない  1            1 
都内（東京 23 区外） 3     1    1  1 1 7 
 男性 1           1  2 
 女性 2     1    1   1 5 
松戸市 1     2    1 1 1  6 
 男性 1           1  2 
 女性      2    1 1   4 
牛久市    2 1         3 
 男性     1         1 
 女性    2          2 
つくば市 1    1        1 3 
 男性 1    1        1 3 
土浦市 1   1        1  3 
 男性 1           1  2 
 女性    1          1 
その他茨城県内    1 1       1  3 
 男性     1       1  2 
 女性    1          1 
わからない     1  1  1     3 
 男性         1     1 
 女性     1  1       2 
我孫子市              0 
 男性               
 女性               

その他県外 7  1 3 1    3  1 3 2 21 
 男性 3    1    1   2 1 8 
 女性 4  1 2     2  1 1 1 12 
 回答しない    1          1 

総計 39 2 1 13 13 8 1 1 11 6 6 15 8 124 
 男性 16   1 10    4   11 3 45 
 女性 22  1 10 3 8 1 1 7 6 5 4 5 73 
 回答しない 1 2  2       1   6 
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 なぜ前問(Ｑ14)の地域に住みたいと思いましたか？（１つのみ） 

    

 【市全体】 

⚫ 最も回答が多かったのは、「通勤・通学に便利なため」であり、次いで「龍ケ崎市から出た

い」となっており、それぞれ全体の約２割を占めている。 

 【北竜台】 

⚫ 北竜台は、「通勤・通学に便利なため」と答えた割合が最も多く、全体の約２割を占めてい

る。 

⚫ 次いで「都内（東京 23 区)または首都圏(神奈川県、埼玉県等)へ就職したい（決まってい

る）ため」となっている。 

⚫ 「選んだ地域の近隣に就職したい（決まっている）ため」「買い物など日常生活が便利なた

め」「子育て環境が充実しているため」「龍ケ崎市から出たい」は同数となっている。 
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 龍ケ崎 

地区 
大宮 
地区 

長戸 
地区 

八原 
地区 

馴柴 
地区 

川原代 
地区 

北文間 
地区 

龍ケ崎西 
地区 

松葉 
地区 

長山 
地区 

馴馬台 
地区 

久保台 
地区 

城ノ内 
地区 

総 計 

都内（東京23区)または
首都圏(神奈川県、埼玉
県等)へ就職したい（決

まっている）ため 

2   1  2   1 1 2   9 

 男性    1          1 
 女性 2     2   1 1 2   8 
都内（東京 23 区外）ま
たは首都圏(神奈川県、

埼玉県等)へ就職した
い（決まっている）ため 

1          1 1  3 

 女性 1          1 1  3 
選んだ地域の近隣
に就職したい（決ま

っている）ため 
2       1 2 1   1 7 

 男性             1 1 
 女性 2       1 2 1    6 
通勤・通学に便利な
ため 

6 1  2   1  3   2 1 16 

 男性 3        1   2  6 
 女性 3   1   1  2    1 8 
 回答しない  1  1          2 
自然が豊かなため 1             1 
 女性 1             1 
買い物など日常生
活が便利なため 

4    1    2   1 2 10 

 男性 1    1    2    1 5 
 女性 3           1 1 5 
公的サービスが充
実しているため 

1  1 1 2       1  6 

 男性     1         1 
 女性 1  1 1 1       1  5 
子育て環境が充実
しているため 

          1 2  3 

 男性            2  2 
 女性           1   1 
龍ケ崎から出たい 4   2 2 1   2  1  1 13 
 男性 2    1    1     4 
 女性 1   2 1 1   1    1 7 
 回答しない 1          1   2 
その他    1        1  2 
 男性            1  1 
 女性    1          1 

総計 21 1 1 7 5 3 1 1 10 2 5 8 5 70 
 男性 6   1 3    4   5 2 21 
 女性 14  1 5 2 3 1 1 6 2 4 3 3 45 
 回答しない 1 1  1       1   4 
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 Ｑ15で「都内（東京23区)または首都圏(神奈川県、埼玉県等)へ就職したい（決まっている）ため」、

または「都内（東京23区外）または首都圏(神奈川県、埼玉県等)へ就職したい（決まっている）ため」

と答えた方にお聞きします。龍ケ崎市より生活費が高い都会に住みたいのはなぜ

ですか？(いくつでも) 

            

 【市全体】 

⚫ 最も回答が多かったのは、「買い物など日常生活が便利なため」であり、回答者の約７割が

当該項目を選んでいる。 

⚫ 次いで「近くに娯楽施設が多いため」であり、回答者の約６割が当該項目を選んでいる。 

⚫ 「公的サービスが充実している」は、回答者の約５割が当該項目を選んでいる。 

 【北竜台】 

⚫ 北竜台は、「近くに娯楽施設が多いため」「買い物など日常生活が便利なため」が最も多くな

っている。 

     

  

66.7%

58.3%

50.0%

33.3%

33.3%

33.3%

25.0%

8.3%

8.3%

0.0%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

買い物など日常生活が便利なため

近くに娯楽施設が多いため

公的サービスが充実しているため

給与が高いため

やりたい仕事が龍ケ崎市近郊にないため

自分のスキルを活かしたいから

車を使わず生活できるため

教育が充実しているため

いろいろな人が都会に集まってくるため

龍ケ崎に比べ、干渉されないため

その他

66.7%

66.7%

33.3%

33.3%

33.3%

33.3%

33.3%

16.7%

16.7%

0.0%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

近くに娯楽施設が多いため

買い物など日常生活が便利なため

給与が高いため

やりたい仕事が龍ケ崎市近郊にないため

自分のスキルを活かしたいから

公的サービスが充実しているため

車を使わず生活できるため

教育が充実しているため

いろいろな人が都会に集まってくるため

龍ケ崎に比べ、干渉されないため

その他

北竜台 
n=12 n=6 
市全体 
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 龍ケ崎 

地区 
大宮 
地区 

長戸 
地区 

八原 
地区 

馴柴 
地区 

川原代 
地区 

北文間 
地区 

龍ケ崎西 
地区 

松葉 
地区 

長山 
地区 

馴馬台 
地区 

久保台 
地区 

城ノ内 
地区 

総 計 

買い物など日常生活
が便利なため 

2   1  1   1 1 1 1  8 

 男性    1          1 
 女性 2     1   1 1 1 1  7 

近くに娯楽施設が多
いため 

2     1   1  2 1  7 

 女性 2     1   1  2 1  7 
公的サービスが充実
しているため 

2   1  1   1   1  6 

 男性    1          1 
 女性 2     1   1   1  5 

給与が高いため 1   1       2   4 
 男性              1 
 女性           2   3 

やりたい仕事が龍ケ
崎市近郊にないため 

   1  1   1  1   4 

 男性    1          1 
 女性      1   1  1   3 

自分のスキルを活か
したいから 

   1  1   1 1    4 

 男性    1          1 
 女性      1   1 1    3 

車を使わず生活でき
るため 

     1   1  1   3 

 女性      1   1  1   3 
教育が充実している
ため 

        1     1 

 女性         1     1 
いろいろな人が都会
に集まってくるため 

        1     1 

 女性         1     1 
龍ケ崎に比べ、干渉
されないため 

             0 

 男性               
 女性               

その他              0 
 男性               
 女性               

総計 7   5  6   8 2 7 3  38 
 男性    5          5 
 女性 7     6   8 2 7 3  33 
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（３）ライフプランについて 

    

 将来結婚したいと考えていますか？（１つのみ） 

         

 【市全体】 

⚫ 最も回答が多かったのは、「考えている」であり、全体の約５割を占めている。 

⚫ 次いで「少し（漫然と）考えている」「あまり考えていない」となっている。 

⚫ 「結婚を考えている」「少し（漫然と）考えている」は、全体の約７割を占めている。 

 【北竜台】 

⚫ 北竜台は、市全体と同じ傾向であり「考えている」が最も多く、全体の約５割を占めている。 

⚫ 次いで「あまり考えていない」「少し（漫然と）考えている」となっている。 

⚫ 「結婚を考えている」「少し（漫然と）考えている」は、全体の約７割を占めている。 

         

 
 龍ケ崎 

地区 
大宮 
地区 

長戸 
地区 

八原 
地区 

馴柴 
地区 

川原代 
地区 

北文間 
地区 

龍ケ崎西 
地区 

松葉 
地区 

長山 
地区 

馴馬台 
地区 

久保台 
地区 

城ノ内 
地区 

総 計 

考えている 52 6 4 25 16 6 4 2 16 8 12 9 13 173 
 男性 16 3 1 12 5 2 2 1 9 2 4 5 5 67 
 女性 34 3 3 13 11 4 2 1 7 6 7 4 8 103 
 回答しない 2          1   3 
少し（漠然と）考えて
いる 

16   5 4 1   6 1 2 5 5 45 

 男性 3   3     3  1 1 1 12 
 女性 13   2 4 1   3 1 1 4 4 33 
あまり考えていない 8  2 4 5   4 3 4 6 3 4 43 
 男性 4  1 2 1   3 1 1 3 2 2 20 
 女性 4  1 2 4   1 2 3 3 1 2 23 
考えていない 15   3 1 1 1 2  3  1 4 31 
 男性 4       1  1   3 9 
 女性 10   3 1  1 1  2  1 1 20 
 回答しない 1     1        2 
全く実感がわかない・
わからない 

6 2 1 2 2  1 3 2 3 3 1 1 27 

 男性 2 1   1  1 1  1    7 
 女性 3  1 1 1   2 2 2 2 1 1 16 
 回答しない 1 1  1       1   4 

総計 97 8 7 39 28 8 6 11 27 19 23 19 27 319 
 男性 29 4 2 17 7 2 3 6 13 5 8 8 11 115 
 女性 64 3 5 21 21 5 3 5 14 14 13 11 16 195 
 回答しない 4 1  1  1     2   9 
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 Ｑ17で「考えている」「少し（漫然と）考えている」と答えた方にお聞きしま

す。いつの頃の年代で結婚したいですか？（１つのみ） 

       

 【市全体】 

⚫ 最も回答が多かったのは、「20代後半」であり、全体の約６割を占めている。 

⚫ 次いで「20代前半」「時期は不明だが、自身に見合う相手が見つかったころ」となっている。 

⚫ 「20代前半」「20代後半」は、全体の約８割を占めている。 

 【北竜台】 

⚫ 北竜台は、市全体と同じ傾向であり、「20代後半」が最も多く、次いで「20代前半」「時期

は不明だが、自身に見合う相手が見つかったころ」となっている。 

⚫ 「20代前半」「20代後半」は、全体の約８割を占めている。 

     

 
 龍ケ崎 

地区 
大宮 
地区 

長戸 
地区 

八原 
地区 

馴柴 
地区 

川原代 
地区 

北文間 
地区 

龍ケ崎西 
地区 

松葉 
地区 

長山 
地区 

馴馬台 
地区 

久保台 
地区 

城ノ内 
地区 

総 計 

20 代前半 14   7 6 1  2 2 2  5 3 42 
 男性 3   2    1  1  3  10 
 女性 10   5 6 1  1 2 1  2 3 31 
 回答しない 1             1 
20 代後半 44 6 3 14 12 2 4  13 6 14 6 14 138 
 男性 11 3  5 3  2  7 1 5 3 6 46 
 女性 32 3 3 9 9 2 2  6 5 8 3 8 90 
 回答しない 1          1   2 
30 代前半 4   6 1    1 1  1  14 
 男性 2   5 1    1     9 
 女性 2   1      1  1  5 
時期は不明だが、自
身に見合う相手が
見つかったころ 

5  1 2 1 4   5   2 1 21 

 男性 2  1 2 1 2   3     11 
 女性 3     2   2   2 1 10 
時期について全く
考えたことはない 

1   1     1     3 

 男性 1   1     1     3 

総計 68 6 4 30 20 7 4 2 22 9 14 14 18 218 
 男性 19 3 1 15 5 2 2 1 12 2 5 6 6 79 
 女性 47 3 3 15 15 5 2 1 10 7 8 8 12 136 
 回答しない 2          1   3 
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 Ｑ17 で「あまり考えていない」「考えていない」と答えた方にお聞きします。

将来を考えていない理由を教えてください。(いくつでも) 

       

 【市全体】 

⚫ 最も回答が多かったのは、「独身のほうが自由だから」であり、回答者の約６割が当該項目

を選んでいる。 

⚫ 次いで「育児が大変そう」「親を見ていると結婚する気にならないから」となっている。 

 【北竜台】 

⚫ 北竜台は、市全体と同じ傾向であり、「独身のほうが自由だから」が最も多く、次いで「育

児が大変そう」「親を見ていると結婚する気にならないから」となっている。 

     

 
 龍ケ崎 

地区 
大宮 
地区 

長戸 
地区 

八原 
地区 

馴柴 
地区 

川原代 
地区 

北文間 
地区 

龍ケ崎西 
地区 

松葉 
地区 

長山 
地区 

馴馬台 
地区 

久保台 
地区 

城ノ内 
地区 総 計 

独身の方が自由だから 13   2 5 3 1 1 5   5 4 2 7 48 
 男性 3  1 1    4  1 2 1 5 18 
 女性 10  1 4 3  1 1  4 2 1 2 29 
 回答しない      1        1 
家事・育児が大変そ
うだから 

6  1 2 1   1 2 1 2 1   2 19 

 男性 3  1     2     1 7 
 女性 3   2 1  1  1 2 1  1 12 
親を見ていると結婚す
る気にならないから 

4    1 1     1 2   1 1 11 

 男性 1    1    1 1    4 
 女性 2         1  1 1 5 
 回答しない 1     1        2 
結婚しない人も多く
いるから 

1    1 1 1   1 2    7 

 女性 1    1  1  1 2    6 
 回答しない      1        1 
わからない 4   1     1    1  7 
 男性 1   1        1  3 
 女性 3       1      4 
親といる方が楽だから 1   1 2   1       5 
 男性               
 女性 1   1 2   1      5 
その他 5     1     2 1   1 10 
 男性 3         1 1  1 6 
 女性 2    1     1    4 

総計 34  3 9 9 3 3 9 3 13 6 4 11 107 
 男性 11  2 2 1   6 1 3 3 2 7 38 
 女性 22  1 7 8  3 3 2 10 3 2 4 65 
 回答しない 1     3        4 

  

市全体 
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 Ｑ17で「全く実感がわかない・わからない」と答えた方にお聞きします。 

結婚への実感がわいていない・わからない理由を教えてください。(いくつでも) 

       

 【市全体】 

⚫ 最も回答が多かったのは、「年齢的に想像できない」であり、回答者の約４割が当該項目を

選んでいる。 

⚫ 次いで「経済的に独立していないため考えたこともなかった」「結婚に関して興味を持った

ことがなかった」となっている。 

 【北竜台】 

⚫ 北竜台は、「年齢的に想像できない」「経済的に独立していないため考えたこともなかった」

「結婚に関して興味を持ったことがなかった」が同数となっている。 

     

 
 龍ケ崎 

地区 
大宮 
地区 

長戸 
地区 

八原 
地区 

馴柴 
地区 

川原代 
地区 

北文間 
地区 

龍ケ崎西 
地区 

松葉 
地区 

長山 
地区 

馴馬台 
地区 

久保台 
地区 

城ノ内 
地区 

総 計 

年齢的に想像できない 1 1  1 2   2 1 1 1  1 11 
 男性 1    1   1      3 
 女性    1 1   1 1 1 1  1 7 
 回答しない  1            1 
経済的に独立していないた

め考えたこともなかった 
3 1     1 1 1 1  1  9 

 男性       1   1    2 
 女性 2       1 1   1  5 
 回答しない 1 1            2 
結婚に関して興味を持
ったことがなかった 

2 1  1      2 1  1 8 

 男性 1 1            2 
 女性 1         2 1  1 5 
 回答しない    1          1 
自分のキャリアや将
来が最優先 

1       1      2 

 女性 1       1      2 
その他   1        1   2 
 女性   1           1 
 回答しない           1   1 

総計 7 3 1 2 2  1 4 2 4 3 1 2 32 
 男性 2 1   1  1 1  1    7 
 女性 4  1 1 1   3 2 3 2 1 2 20 
 回答しない 1 2  1       1   5 

 

  

市全体 
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 将来子どもが欲しい・育てたいと思っていますか？（１つのみ） 

      

 【市全体】 

⚫ 最も回答が多かったのは、「２人欲しい・育てたいと思っている（３人目以降は迷う）」であ

り、全体の約３割を占めている。 

⚫ 次いで「まったく実感がわかない」であり、全体の約２割を占めている。 

⚫ 子どもを２人以上欲しい・育てたいと答えた割合は、全体の約５割となっている。 

⚫ 一方、「結婚はしても子どもを欲しい・育てたいと思わない」と答えた割合は、全体の約１

割を占めている。 

 【北竜台】 

⚫ 北竜台は、市全体と同じ傾向であり、「２人欲しい・育てたいと思っている（３人目以降は

迷う）」が最も多く、次いで「まったく実感がわかない」となっている。 

⚫ 子どもを２人以上欲しい・育てたいと答えた割合は、全体の約５割となっている。 

⚫ 「結婚はしても子どもを欲しい・育てたいと思わない」と答えた割合は、全体の約１割を占

めている。 
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 龍ケ崎 

地区 
大宮 
地区 

長戸 
地区 

八原 
地区 

馴柴 
地区 

川原代 
地区 

北文間 
地区 

龍ケ崎西 
地区 

松葉 
地区 

長山 
地区 

馴馬台 
地区 

久保台 
地区 

城ノ内 
地区 

総 計 

３人以上欲しい・育
てたいと思っている 

8 1 1 6 2    4  2 2 2 28 

 男性 1   2     2  1 1  7 
 女性 5 1 1 4 2    2  1 1 2 19 
 回答しない 2             2 
２人欲しい・育てた
いと思っている（３人

目以降は迷う） 
32 3 3 12 10 4 3  5 5 9 7 8 101 

 男性 9 1 1 7 2 2 1  3  3 3 3 35 
 女性 23 2 2 5 8 2 2  2 5 6 4 5 66 
２人欲しい・育てた
いと思っている（３人

目以降は欲しい・育てた
いと思わない） 

4 1  5 5 3 1 1 6 1 2 2 3 34 

 男性 2 1  2 3  1  3   2 1 15 
 女性 2   3 2 3  1 3 1 2  2 19 
１人欲しい・育てた
いと思っている（２人
目は迷うが３人目以降は

欲しい・育てたいと思わ
ない） 

17 1  4     6  3 2 2 35 

 男性 7 1  2     3  1 1  15 
 女性 10   2     3  2 1 2 20 
１人欲しい・育てた
いと思っている（２人
目以降は欲しい・育てた

いと思わない） 

3    1      1  2 7 

 男性 1            2 3 
 女性 2    1         3 
 回答しない           1   1 
結婚はしても子ども
を欲しい・育てたい
と思わない 

14 1 1 3 5   3 2 3 3 1 5 41 

 男性 3   1 1   2 1 1 2  2 13 
 女性 11  1 2 4   1 1 2 1 1 3 27 
 回答しない  1            1 
まったく実感がわ
かない 

19 1 2 9 5 1 2 7 4 10 3 5 5 73 

 男性 6 1 1 3 1  1 4 1 4 1 1 3 27 
 女性 11  1 5 4  1 3 3 6 1 4 2 41 
 回答しない 2   1  1     1   5 

総計 97 8 7 39 28 8 6 11 27 19 23 19 27 319 
 男性 29 4 2 17 7 2 3 6 13 5 8 8 11 115 
 女性 64 3 5 21 21 5 3 5 14 14 13 11 16 195 
 回答しない 4 1  1  1     2   9 
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 Ｑ19 で「３人以上欲しい・育てたいと思っている」と答えた方にお聞きしま

す。３人以上欲しい・育てたいと思える理由を教えてください。(いくつでも) 

       

 【市全体】 

⚫ 最も回答が多かったのは、「その他：子どもが好きだから」であり、回答者の約４割が当該

項目を選んでいる。 

⚫ 次いで「環境：地域の人や友人、親戚で３人以上育てている人が多く、何となく３人以上子

どもを欲しい・育てたいと思うことが普通だと思っている」「環境：自分が子どもを欲しい・

育てたいと思うころには、育児に対する意識や世の中の考え方（福利厚生等）が変わり、子

育て環境が良くなると考えるから」となっている。 

 【北竜台】 

⚫ 北竜台で最も回答が多かったのは、「環境：地域の人や友人、親戚で３人以上育てている人

が多く、何となく３人以上子どもを欲しい・育てたいと思うことが普通だと思っている」で

あり、回答者の約６割が当該項目を選んでいる。 

⚫ 次いで「環境：自分が子どもを欲しい・育てたいと思うころには、育児に対する意識や世の

中の考え方（福利厚生等）が変わり、子育て環境が良くなると考えるから」「その他：子ど

もが好きだから」が同数となっている。 

     

 

 

 

  

42.9%

28.6%

25.0%

17.9%

3.6%

0.0%

60.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

その他：子どもが好きだから

環境：地域の人や友人、親戚で３人以上

育てている人が多く、何となく３人以上

子どもを欲しい・育てたいと思うことが

普通だと思っている

環境：自分が子どもを欲しい・育てたいと

思うころには、育児に対する意識や世の

中の考え方（福利厚生等）が変わり、子育

て環境が良くなると考えるから

周囲からのサポート：親の近くに（一緒

に）住んで子育てしようと考えているた

めサポートが期待できる

経済的安定：自分が子どもを欲しい・育て

ようと思うころには、収入面での不安が

ないと考えるから

事業の有効性：国や地方自治体からの支

援が手厚くなり、金銭的な負担が軽減で

きると考えるため

その他

62.5%

37.5%

37.5%

12.5%

0.0%

0.0%

50.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

環境：地域の人や友人、親戚で３人以上

育てている人が多く、何となく３人以上

子どもを欲しい・育てたいと思うことが

普通だと思っている

環境：自分が子どもを欲しい・育てたいと

思うころには、育児に対する意識や世の

中の考え方（福利厚生等）が変わり、子育

て環境が良くなると考えるから

その他：子どもが好きだから

経済的安定：自分が子どもを欲しい・育て

ようと思うころには、収入面での不安が

ないと考えるから

周囲からのサポート：親の近くに（一緒

に）住んで子育てしようと考えているた

めサポートが期待できる

事業の有効性：国や地方自治体からの支

援が手厚くなり、金銭的な負担が軽減で

きると考えるため

その他

北竜台 
n=28 n=8 
市全体 
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 龍ケ崎 

地区 
大宮 
地区 

長戸 
地区 

八原 
地区 

馴柴 
地区 

川原代 
地区 

北文間 
地区 

龍ケ崎西 
地区 

松葉 
地区 

長山 
地区 

馴馬台 
地区 

久保台 
地区 

城ノ内 
地区 

総 計 

その他： 
子どもが好きだから 3 1  2 1    3    2 12 

 男性    1     2     3 
 女性 2 1  1 1    1    2 8 
 回答しない 1             1 
環境： 
地域の人や友人、親戚で３人以
上育てている人が多く、何とな
く３人以上子どもを欲しい・育
てたいと思うことが普通だと思
っている 

2    1    2  2 1  8 

 男性         1  1   2 
 女性 2    1    1  1 1  6 
環境： 
自分が子どもを欲しい・育てた
いと思うころには、育児に対す
る意識や世の中の考え方（福利厚

生等）が変わり、子育て環境が
良くなると考えるから 

1  1 1 1    1   2  7 

 男性         1   1  2 
 女性 1  1 1 1       1  5 
周囲からのサポート： 
親の近くに（一緒に）住んで子育
てしようと考えているためサポ
ートが期待できる 

3   1 1         5 

 男性 1             1 
 女性 1   1 1         3 
 回答しない 1             1 
経済的安定： 
自分が子どもを欲しい・育てよ
うと思うころには、収入面での
不安がないと考えるから 

        1     1 

 男性         1     1 
事業の有効性： 
国や地方自治体からの支援が手
厚くなり、金銭的な負担が軽減
できると考えるため 

             0 

 男性               
 女性               
その他 4 1  4 2    4    2 17 
 男性    2     2     4 
 女性 3 1  2 2    2    2 12 
 回答しない 1             1 

総計 13 2 1 8 6    11  2 3 4 50 
 男性 1   3     7  1 1  13 
 女性 9 2 1 5 6    4  1 2 4 34 
 回答しない 3             3 
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 Ｑ19で「２人欲しい・育てたいと思っている（３人目以降は迷う）」 

        「２人欲しい・育てたいと思っている（３人目以降は欲しい・育てたいと思わない）」 

        「１人欲しい・育てたいと思っている（２人目は迷うが３人目以降は欲しい・育てたいと思わない）」 

       「１人欲しい・育てたいと思っている（２人目以降は欲しい・育てたいと思わない）」 

       「１人欲しい・育てたいと思っている（２人目以降は欲しい・育てたいと思わない）」と 

       答えた方にお聞きします。２人以下で良いと思っている理由を教えてください。 

       (いくつでも) 

       

 【市全体】 

⚫ 最も回答が多かったのは、「経済的不安：３人目以上になると、収入面での不安が出てくる

と思う」であり、回答者の約７割が当該項目を選んでいる。 

⚫ 次いで「経済的不安：国や地方自治体からの支援が手厚くても、物価高騰は収まらず、経済

的に厳しいと考えるから」「体力的不安：子どもは欲しい・育てたいが出産や育児は辛いイ

メージがあるため」ととなっている。 

 【北竜台】 

⚫ 北竜台は、市全体とほぼ同じ傾向であり、「経済的不安：３人目以上になると、収入面での

不安が出てくると思う」が最も多く、次いで「経済的不安：国や地方自治体からの支援が手

厚くても、物価高騰は収まらず、経済的に厳しいと考えるから」「体力的不安：子どもは欲

しい・育てたいが出産や育児は辛いイメージがあるため」ととなっている。 

     

 

 

 

  

73.4%

44.6%

33.9%

20.9%

17.5%

2.8%

5.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

経済的不安：３人目以上になると、収入面

での不安が出てくると思う

経済的不安：国や地方自治体からの支援

が手厚くても、物価高騰は収まらず、経

済的に厳しいと考えるから

体力的不安：子どもは欲しい・育てたいが

出産や育児は辛いイメージがあるため

環境：産休や育休等が就職後のキャリア

に影響を与えるのではないかと感じるた

め

環境：自分が子どもを欲しい・育てたいと

思うころには、育児に対する意識や世の

中の考え方（福利厚生等）が変わらず、子

育て環境も改善されないと考えるから

周囲からのサポート：親からのサポートが

期待できない

その他

63.3%

42.9%

36.7%

24.5%

18.4%

6.1%

4.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

経済的不安：３人目以上になると、収入面

での不安が出てくると思う

経済的不安：国や地方自治体からの支援

が手厚くても、物価高騰は収まらず、経

済的に厳しいと考えるから

体力的不安：子どもは欲しい・育てたいが

出産や育児は辛いイメージがあるため

環境：産休や育休等が就職後のキャリア

に影響を与えるのではないかと感じるた

め

環境：自分が子どもを欲しい・育てたいと

思うころには、育児に対する意識や世の

中の考え方（福利厚生等）が変わらず、子

育て環境も改善されないと考えるから

周囲からのサポート：親からのサポートが

期待できない

その他

北竜台 
n=177 n=49 
市全体 
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 龍ケ崎 

地区 
大宮 
地区 

長戸 
地区 

八原 
地区 

馴柴 
地区 

川原代 
地区 

北文間 
地区 

龍ケ崎西 
地区 

松葉 
地区 

長山 
地区 

馴馬台 
地区 

久保台 
地区 

城ノ内 
地区 

総 計 

経済的安定： 
３人目以上になると、収入面
での不安が出てくると思う 

45 4 2 13 14 4 3 1 12 4 9 6 13 130 

 男性 17 2 1 6 5 2 1  7  3 4 5 53 
 女性 28 2 1 7 9 2 2 1 5 4 6 2 8 77 
経済的不安： 
国や地方自治体からの支援
が手厚くても、物価高騰は
収まらず、経済的に厳しい
と考えるから 

28 1  9 8 2   8 2 6 5 10 79 

 男性 10 1  7 3 1   4  1 3 5 35 
 女性 18   2 5 1   4 2 4 2 5 43 
 回答しない           1   1 
体力的不安： 
子どもは欲しい・育てたい
が出産や育児は辛いイメー
ジがあるため 

15 2 2 9 4 2 2  5 3 4 6 6 60 

 男性 4 2 1 3 1 1 1  3  1 2 3 22 
 女性 11  1 6 3 1 1  2 3 3 4 3 38 
環境： 
産休や育休等が就職後のキ
ャリアに影響を与えるので
はないかと感じるため 

1   3 6 1 2  4 4 1 3 3 37 

 男性 4   2   1  1   2 1 11 
 女性 6   1 6 1 1  3 4 1 1 2 26 
環境： 
自分が子どもを欲しい・育
てたいと思うころには、育
児に対する意識や世の中の
考え方（福利厚生等）が変わ
らず、子育て環境も改善さ
れないと考えるから 

12   4 1 2   1  4 4 3 31 

 男性 4   3 1 1   1   3 1 14 
 女性 8   1  1     4 1 2 17 
周囲からのサポート： 
親からのサポートが期待で
きない 

1        1  2  1 5 

 男性         1     1 
 女性 1          2  1 4 
その他 3   2 1 1   2     9 
 男性 1   2     2     5 
 女性 2    1 1        4 

総計 114 7 4 40 34 12 7 1 33 13 26 24 36 351 
 男性 40 5 2 23 10 5 3  19  5 14 15 141 
 女性 74 2 2 17 24 7 4 1 14 13 20 10 21 209 
 回答しない           1   1 
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 Ｑ19 で「結婚はしても子どもを欲しい・育てたいと思わない」と答えた方に

お聞きします。子どもを欲しい・育てたいと思わない理由を教えてください。

(いくつでも) 

     

 【市全体】 

⚫ 最も回答が多かったのは、「経済的不安：物価高など経済面に不安があるため、夫婦で幸せ

に暮らすことが理想」であり、回答者の約５割が当該項目を選んでいる。 

⚫ 次いで「体力的不安：出産や育児は辛いイメージがあるため」「経済的不安：本音は欲しい・

育てたいが、子どもを育てていくだけの収入や経済的安定を得られるか不安」ととなってい

る。 

 【北竜台】 

⚫ 北竜台は、市全体とほぼ同じ傾向であり、「経済的不安：物価高など経済面に不安があるた

め、夫婦で幸せに暮らすことが理想」が最も多く、次いで「体力的不安：出産や育児は辛い

イメージがあるため」となっている。 

     

 

  

53.7%

36.6%

29.3%

24.4%

14.6%

0.0%

41.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

経済的不安：物価高など経済面に不安が

あるため、夫婦で幸せに暮らすことが理

想

体力的不安：出産や育児は辛いイメージ

があるため

経済的不安：本音は欲しい・育てたいが、

子どもを育てていくだけの収入や経済的

安定を得られるか不安

その他：2人だけの時間を大切にしたい

環境：産休や育休等が就職後のキャリア

に影響を与えるのではないかと感じるた

め

環境：自分が子どもを欲しい・育てたいと

思うころには、育児に対する意識や世の

中の考え方（福利厚生等）が変わらず、子

育て環境も改善されないと考えるから

その他

55.6%

44.4%

22.2%

11.1%

11.1%

0.0%

44.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

経済的不安：物価高など経済面に不安が

あるため、夫婦で幸せに暮らすことが理

想

体力的不安：出産や育児は辛いイメージ

があるため

経済的不安：本音は欲しい・育てたいが、

子どもを育てていくだけの収入や経済的

安定を得られるか不安

その他：2人だけの時間を大切にしたい

環境：産休や育休等が就職後のキャリア

に影響を与えるのではないかと感じるた

め

環境：自分が子どもを欲しい・育てたいと

思うころには、育児に対する意識や世の

中の考え方（福利厚生等）が変わらず、子

育て環境も改善されないと考えるから

その他

北竜台 
n=41 n=9 
市全体 
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 龍ケ崎 

地区 
大宮 
地区 

長戸 
地区 

八原 
地区 

馴柴 
地区 

川原代 
地区 

北文間 
地区 

龍ケ崎西 
地区 

松葉 
地区 

長山 
地区 

馴馬台 
地区 

久保台 
地区 

城ノ内 
地区 

総 計 

経済的不安： 
物価高など経済面に不安が
あるため、夫婦で幸せに暮
らすことが理想 

8 1  3 3   1 2 1 2  1 22 

 男性 1   1    1 1 1 2   7 
 女性 7   2 3    1    1 14 
 回答しない  1            1 
経済的不安： 
本音は欲しい・育てたい
が、子どもを育てていくだ
けの収入や経済的安定を得
られるか不安 

3  1 1 2   1 1 1   2 12 

 男性 1    1   1  1    4 
 女性 2  1 1 1    1    2 8 
環境： 
産休や育休等が就職後のキ
ャリアに影響を与えるので
はないかと感じるため 

2 1  1 1    1     6 

 男性 1             1 
 女性 1   1 1    1     4 
 回答しない  1            1 
体力的不安： 
出産や育児は辛いイメージ
があるため 

5 1  2 2    1 2 1  1 15 

 男性           1   1 
 女性 5   2 2    1 2   1 13 
 回答しない  1            1 
その他： 
2人だけの時間を大切にし
たい 

3   2 1   2 1    1 10 

 男性 1       1     1 3 
 女性 2   2 1   1 1     7 
その他 5  1 2 1   2 1 1 1 1 2 17 
 男性 1       1     2 4 
 女性 4  1 2 1   1 1 1 1 1  13 
総計 26 3 2 11 10   6 7 5 4 1 7 82 
 男性 5   1 1   4 1 2 3  3 20 
 女性 21  2 10 9   2 6 3 1 1 4 59 
 回答しない  3            3 
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 Ｑ19 で「まったく実感がわかない」と答えた方にお聞きします。子育てへの

実感がわいていない・わからない理由を教えてください。(いくつでも) 

    

 【市全体】 

⚫ 「年齢的に想像できない」「自分のキャリアや将来が最優先」「経済的に独立していないため

考えたこともなかった」「子育てに関して興味を持ったことがなかった」がほぼ同程度であ

り、それぞれ全体の約３割が当該項目を選んでいる。 

 【北竜台】 

⚫ 北竜台は、「経済的に独立していないため考えたこともなかった」が最も多く、次いで「自

分のキャリアや将来が最優先」「子育てに関して興味を持ったことがなかった」と答えたの

が同数となっている。 

     

 
 龍ケ崎 

地区 
大宮 
地区 

長戸 
地区 

八原 
地区 

馴柴 
地区 

川原代 
地区 

北文間 
地区 

龍ケ崎西 
地区 

松葉 
地区 

長山 
地区 

馴馬台 
地区 

久保台 
地区 

城ノ内 
地区 

総 計 

年齢的に想像でき
ない 7   4 2   4 1 2   4 24 

 男性 4   3 1   2  1   2 13 
 女性 3   1 1   2 1 1   2 11 
自分のキャリアや
将来が最優先 6  1 4  1  3  4 1 1 3 24 

 男性   1 1    3  1   3 9 
 女性 6   3      3 1 1  14 
 回答しない      1        1 
経済的に独立して
いないため考えた
こともなかった 

6   2 1 1 1 2 1 4 2 3  23 

 男性 1   2   1 1  1  1  7 
 女性 3    1   1 1 3 1 2  12 
 回答しない 2     1     1   4 
子育てに関して興
味を持ったことが
なかった 

5 1  3 2 1 1 2 2 3  1  21 

 男性 2 1  1     1 1    6 
 女性 3   1 2  1 2 1 2  1  13 
 回答しない    1  1        2 
その他 4  1       1 1   7 
 男性 1         1 1   3 
 女性 3  1           4 
総計 28 1 2 13 5 3 2 11 4 14 4 5 7 99 

 男性 8 1 1 7 1  1 6 1 5 1 1 5 38 
 女性 18  1 5 4  1 5 3 9 2 4 2 54 
 回答しない 2   1  3     1   7 

 

  

市全体 
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 実際に結婚や子育てについて考え始めるのはどの年代になってからだと思います

か？（１つのみ） 

       

 【市全体】 

⚫ 最も回答が多かったのは、「20代後半」であり、次いで「20代前半」となっており、それぞ

れ全体の約４割を占めている。 

⚫ 「20代前半」「20代後半」は、全体の約８割を占めている。 

 【北竜台】 

⚫ 北竜台は、市全体と同じ傾向であり、「20代後半」が最も多く、全体の約５割を占めている。 

⚫ 次いで「20代前半」となっており、全体の約３割を占めている。 

⚫ 「20代前半」「20代後半」は、全体の約８割を占めている。 

       

 
 龍ケ崎 

地区 
大宮 
地区 

長戸 
地区 

八原 
地区 

馴柴 
地区 

川原代 
地区 

北文間 
地区 

龍ケ崎西 
地区 

松葉 
地区 

長山 
地区 

馴馬台 
地区 

久保台 
地区 

城ノ内 
地区 

総 計 

20 代前半 40 5 3 14 9 2 4 4 6 6 8 7 10 118 
 男性 9 2  4 1  3 2 2 2 1 4 3 33 
 女性 29 3 3 10 8 2 1 2 4 4 6 3 7 82 
 回答しない 2          1   3 
20 代後半 36 2 1 19 15 5 2 4 14 9 10 8 11 136 
 男性 9 2 1 9 5 2  3 8  4 4 4 51 
 女性 27   9 10 3 2 1 6 9 5 4 7 83 
 回答しない    1       1   2 
30 代前半 9  1 2 2   2 3 2 2 2 5 30 
 男性 6   1    1 1 2   3 14 
 女性 3  1 1 2   1 2  2 2 2 16 
30 代後半以降         1     1 
 男性         1     1 
わからない 12 1 2 4 2 1  1 3 2 3 2 1 34 
 男性 5  1 3 1    1 1 3  1 16 
 女性 5  1 1 1   1 2 1  2  14 
 回答しない 2 1    1        4 

総計 97 8 7 39 28 8 6 11 27 19 23 19 27 319 
 男性 29 4 2 17 7 2 3 6 13 5 8 8 11 115 
 女性 64 3 5 21 21 5 3 5 14 14 13 11 16 195 
 回答しない 4 1  1  1     2   9 
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（４）その他 

      

 あなたは龍ケ崎市をほかの人にどれくらい勧めたいですか？（１つのみ） 

         

 【市全体】 

⚫ 最も回答が多かったのは、「6（少しは勧めたい）」であり、全体の約３割を占めている。 

⚫ 次いで「7（少しは勧めたい）」であり、全体の約２割を占めている。 

⚫ NPS 手法を参考に、推奨する立場の人（8～10）、推奨も批判もしない受動的な立場の人（6

～7）を中立者、批判的な立場の人（0～5）を非推奨者として集計した結果を見ると、「推奨

者」が 20.4％、「中立者」が 54.8％、「非推奨者」が 24.8％で、NPS は-4.4 となっている。 

 【北竜台】 

⚫ 北竜台は、市市全体とほぼ同じ傾向であり、「6（少しは勧めたい）」が最も多く、次いで「7

（少しは勧めたい）」となっている。 

⚫ 上記と同様に、NPSの手法を用いると、「推奨者」は 18.2％、「中立者」は 59.1％、「非推奨

者」は 22.7％で、NPSは-4.5となっている。 

       

 

 

  

市全体 
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 龍ケ崎 

地区 
大宮 
地区 

長戸 
地区 

八原 
地区 

馴柴 
地区 

川原代 
地区 

北文間 
地区 

龍ケ崎西 
地区 

松葉 
地区 

長山 
地区 

馴馬台 
地区 

久保台 
地区 

城ノ内 
地区 

総 計 

0（絶対に勧めない） 6  1 2 4   2   2 1  18 
 男性 3   2 2   1   1 1  10 
 女性 2  1  2   1      6 
 回答しない 1          1   2 

1（勧めたくない） 2   1     1   1 2 7 
 男性 1            2 3 
 女性 1   1     1   1  4 

2（勧めたくない） 4 1    1       1 7 
 男性 1             1 
 女性 3 1    1       1 6 

3（勧めたくない） 4   1  1  1 1    1 9 
 男性 1        1     2 
 女性 3       1     1 5 
 回答しない    1  1        2 

4（勧めたくない） 3 1  1     2  2 2  11 
 男性    1        1  2 
 女性 2 1       2  2 1  8 
 回答しない 1             1 

5（勧めたくない） 7  1 5 3 1   2 2 1 3 2 27 
 男性 2   2 1    1 1  2 2 11 
 女性 5  1 3 2 1   1 1 1 1  16 

6（少しは勧めたい） 26 3 1 11 12 2 1 3 11 9 7 4 9 99 
 男性 8 2 1 5 2  1 2 7 1 2  3 34 
 女性 17 1  6 10 2  1 4 8 4 4 6 63 
 回答しない 1          1   2 

7（少しは勧めたい） 24 2 1 8 5 1 3 3 5 4 8 4 8 76 
 男性 8 1  3  1  2 2 1 3 1 2 24 
 女性 15  1 5 5  3 1 3 3 5 3 6 50 
 回答しない 1 1            2 

8（勧めたい） 12 1 1 6 1 1  2 3 3 1 2 3 36 
 男性 2 1  2  1  1 1 2 1 2 1 14 
 女性 10  1 4 1   1 2 1   2 22 

9（勧めたい） 5  1 1 2  2  1     12 
 男性     1  2       3 
 女性 5  1 1 1    1     9 

10（とても勧めたい） 4  1 3 1 1   1 1 2 2 1 17 
 男性 3  1 2 1    1  1 1 1 11 
 女性 1   1  1    1 1 1  6 

総計 97 8 7 39 28 8 6 11 27 19 23 19 27 319 
 男性 29 4 2 17 7 2 3 6 13 5 8 8 11 115 
 女性 64 3 5 21 21 5 3 5 14 14 13 11 16 195 
 回答しない 4 1 0 1 0 1 0 0 0 0 2 0 0 9 
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 どうすれば、市内で若者・子育て世代や学生が楽しめ、将来住みたいと思えます

か？（環境等）【自由記述】 

        

 

【Ｑ13で「住み続けたい」と回答した方】 

・ 市内の商業施設分布について、近年たつのこやま周辺に偏っている印象があるためそこまで歩きたいと市民が思うような開放

的で明るい歩道整備(街路樹の定期的な剪定、草花、街灯)。中根台ニュータウン or 松葉への大型店舗の誘致(久保台地区、大学

3 年生、女性) 

・ 私も含め、龍ヶ崎の子育て支援についてあまり知らないため、子育て支援が手厚いことをもっと認知させるべき。(松葉地区、

大学 4 年生、男性) 

・ 公共施設の発展だけでなく、充実した自然環境を残して活用するといった、メリハリのあるまちづくりを目指す。(八原地区、

大学 4 年生、女性) 

・ 子育て支援の充実、交通アクセスの拡大、イベントや行事(八原地区、大学 2 年生、男性) 

・ 学費の無償化、金銭的な支援が 1番有効だと思う(龍ケ崎地区、大学 4 年生、女性) 

・ 災害時への対策がしっかりと立てられていて防災訓練なども市民が参加しやすくする。書店が充実している。普段から近所の人

と顔見知りでお祭りや市内一斉清掃などに参加して協力し合える関係にある。(松葉地区、大学 1 年生、女性) 

・ 子育てへの支援をより充実させたら、良いと思う。(龍ケ崎地区、短大・専門学校、女性) 

・ 車がなくても買い物ができる(龍ケ崎西地区、社会人、女性) 

・ 若者や子育て世代が行きたいと思えるようなイベントを増やす(音楽フェスだったり、食べ物に特化したフェス等)(龍ケ崎地区、

社会人、女性) 

・ 若者が過ごしやすい施設を作る、子供に対しての手当を充実させる(龍ケ崎地区、社会人、女性) 

・ 若者が遊んで楽しめる施設を建てる。(北文間地区、大学 1年生、男性) 

・ 自然を活かしたワークショップ、キャンプ体験(大宮地区、短大・専門学校、男性) 

・ 若い世代の住民を増やす、幼稚園保育園に入りやすい環境を作る(松葉地区、大学 4 年生、男性) 

・ 人によって個人差があると思われるが、都会と違い家から利用したいお店までの距離が 1 番近いお店でもそこそこの距離があ

るため歩きや自転車での移動では少し厳しいと思われる。場合によっては市外へ買いに行くこともある。そのため移動において

は車を使わなければならない。免許を取得できない子供にとっては遊びにくい街なのではないだろうか。(龍ケ崎西地区、短大・

専門学校、男性) 

・ 買い物や遊ぶことのできる商業施設、娯楽施設を増やす。(長山地区、大学 2 年生、女性) 

・ 育児休暇の充実と大型ショッピングセンターがあれば良いと思う。(龍ケ崎地区、大学 2 年生、男性) 

・ ニュータウン側の交通設備を整える、バスの本数を増やす(松ケ丘)、運賃を下げる、駅をつくる(八原地区、大学 1 年生、女性) 

・ 若者が行ける楽しい施設が龍ケ崎市が潰していくので、例えばまいんや湯ったり館、イトーヨーカドー、などを潰して何処で若

者が遊べばいいんでしょうか？今はただの置物になっているアイエフは、どうにかすることはできないのでしょうか？高齢者

施設は多く作るのに対して若者に対しての居場所を奪われていくので、都内とかに住みに行くは、当たり前ではないでしょう

か？(龍ケ崎地区、その他、男性) 

・ 常磐線を取手停まりじゃなくもう少し先に進めて欲しい(長山地区、大学 4年生、女性) 

・ 子供が遊べるような施設がもう少しあってもいいのでは？(龍ケ崎西地区、大学 3年生、男性) 

・ 公園の整備がきちんとされている。(長山地区、大学 2 年生、女性) 

・ 安全なまちづくり。街灯を増やす等(八原地区、社会人、女性) 

・ 駅周辺の活性化が必要だと考えます。特に、ニュータウンや旧ニュータウンは駅近とは言えず少し交通に関して不便だと感じま

す。駅近が栄えればより都内にでやすく、他の都市からの移住も増えるのではないかと考えます。さらに高齢化が進んでいる中

でニュータウンに住んでいた人たちも高齢化が進み免許の返納などすると一気に公共交通機関の大切さを感じると思います。

コミュニティバスはとてもいい設備ですが、どのルートでも駅まで簡潔にいけるようなルートにしてもいいのではないかと思

います。(八原地区、大学 4 年生、女性) 

・ 竜ヶ崎駅と龍ケ崎市駅のアクセス改善(馴柴地区、大学 2 年生、女性) 

・ 買い物出来るお店が多い、子供が多い(松葉地区、大学 1 年生、男性) 

・ 休日に家族みんなでゆっくりすごせるような環境があればよいと思った(川原代地区、大学 4年生、男性) 

・ 今後閉店するイトーヨーカドーの跡地をどうするのか？アイエフの跡地をどうするのか？によって楽しめる。遊べる所が欲し

い(北文間地区、社会人、女性) 

・ 子育てを後押し・手助けするような施設を充実させる、情報提供する(龍ケ崎地区、大学 4 年生、男性) 

・ 電車に乗るまでが少し不便だと思う。普段通学のために電車を利用しているが、竜鉄とコミュニティバスのダイヤがうまく噛み

合ってなかったり、コミュニティバスの本数が少なかったりする所に不便さを感じる。車がないと、常磐線に乗るまでが少し不

便。また、親子で遊べるような場所がたくさんあればいいと思う。(龍ケ崎地区、大学 3 年生、女性) 

・ 交通アクセス(バス)(長山地区、大学 4 年生、女性) 

・ 福利厚生が充実している。大学の費用無料(龍ケ崎地区、大学 1 年生、女性) 
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・ 定期的に公園や歩道の草刈りをする(八原地区、大学 1 年生、女性) 

・ 働ける環境があり、子育て環境があること(長戸地区、その他、男性) 

・ 支援(龍ケ崎地区、社会人、女性) 

・ 施設やお店が充実してる(龍ケ崎地区、大学 2 年生、女性) 

・ 幼稚園や保育園を増やす(長山地区、短大・専門学校、女性) 

・ 家事にかかる負担が減るか、家事をする時間があれば。余裕があること。(馴馬台地区、大学 1 年生、女性) 

・ 外国人が多くて治安が悪そう(馴馬台地区、大学 1 年生、女性) 

・ 駅前活性化(八原地区、大学 1 年生、男性) 

・ 老人を減らす(八原地区、その他、男性) 

・ 運動施設の利用料金を多少下げることで多少スポーツしやすくなると思う。ゴミステーションでも空き缶やペットボトルが捨

てられるようになるともっと住みやすくなると思う。(龍ケ崎地区、社会人、男性) 

・ 交通整備(馴馬台地区、短大・専門学校、男性) 

・ レジャー施設や便利なショッピングモールがあると、若い人も子どもも楽しく便利に過ごせると思います。(長山地区、大学 3

年生、女性) 

・ 各個人が環境に配慮して、前向きな気持ちでいること(龍ケ崎地区、その他、男性) 

・ 子供と親を両方守るようにする(馴馬台地区、大学 4 年生、男性) 

・ 交通の便をより良くする(馴馬台地区、大学 1 年生、男性) 

 

 

【Ｑ13で「一度は市外で暮らしたいが、結婚、子育てを機に戻りたい」と回答した方】 

・ 商業施設を作って親も子も楽しめるような場所を作る。 

市内の高校の偏差値が上か下すぎるので松陽ぐらいの中間の高校があれば小中高と龍ヶ崎で終えることが出来るため生活しや

すいと思う。(城ノ内地区、大学 3 年生、男性) 

・ 支援とか増やす(八原地区、短大・専門学校、男性) 

・ 公園の安全性(八原地区、大学 3年生、女性) 

・ 子育て支援が充実していたり、地域で子育てへの理解があれば良い(馴馬台地区、大学 3 年生、女性) 

・ バスの利便性を高くして欲しい。駅周辺、駅の中に時間を潰せる場所が欲しい。関東鉄道のバスと常磐線のダイヤが絶妙に合

わないタイミングがありとても不便です。電車到着時刻の 1 分前到着とか、結構あります。その割には駅周辺に時間を潰せる

場所がないため困る(八原地区、社会人、男性) 

・ 安いバスを増やす。城ノ内中地区にマクドナルドを作る。街路樹の草を狩る。電車を増やす。図書館を使いやすくする(城ノ内

地区、大学 2 年生、男性) 

・ 駅まで遠いのがネックだと思うため、交通の弁が整ってほしい。(城ノ内地区、大学 4 年生、女性) 

・ 魅力ある大型商業施設があったら住みたいと思う。(長山地区、大学 4 年生、女性) 

・ 職場を増やす。市内である程度日常生活を完結できるようにする。(城ノ内地区、大学 4 年生、男性) 

・ 外国人（ベトナム）消す(馴馬台地区、大学 1 年生、男性) 

・ おっきい施設を増やしてほしい(龍ケ崎地区、社会人、女性) 

・ やはり 1 番は経済的なサポートを充実させることが大事だと思う。年齢差関係なく子どもの人数に応じて補助が出てほしいと

親が嘆いているのを聞く。(久保台地区、大学 3年生、女性) 

・ 公園など自然を楽しめ、遊ぶことができる環境があるとともに、商業施設が充実し、日々の暮らしを構成する買い物、食事、

遊びなどが市内で完結できる環境を整備すること。大学などの教育機関や研究機関、企業を市内に誘致すること。(北文間地

区、大学 3 年生、男性) 

・ 駅から遠い地域が駅に出やすくなる(長戸地区、大学 4 年生、女性) 

・ 色々なお店を誘致したり、龍ケ崎市だけでなく他県を巻き込むような大きいイベント（スポーツイベントや音楽イベント）が

あるといいかもです。 

中学校で部活が縮小してるから自主的にやりたいと思えるような色々なスポーツの少年団やクラブを増やしても楽しそうで

す。(川原代地区、大学 2年生、男性) 

・ 駅の周りをもう少し発展させてほしいです。ショッピングモールや、体を動かす施設など。(龍ケ崎地区、大学 3 年生、女性) 

・ 支援制度充実(龍ケ崎地区、大学 3 年生、男性) 

・ 娯楽.商業施設や自然に触れ合い体感出来る物(馴柴地区、短大・専門学校、男性) 

 

 

【Ｑ13で「住み続けたくない」と回答した方】 

・ JR の駅から住宅地までの利便性向上(バスの本数を多くする等)、JR の駅の近くの活性化、公園の遊具を増やす(馴馬台地区、

大学 2 年生、女性) 

・ 環境美化に特化する（雑草） 
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⬆️車で運転する時など、見えずらくて危険な場所が多い。散歩する際の歩道を雑草が占めていて歩きずらい(八原地区、その他、

女性) 

・ 保育施設の充実や街灯の増設(馴柴地区、大学 4年生、女性) 

・ 車がなくても生活しやすくなる。(北文間地区、大学 3 年生、女性) 

・ バスを増やす、交通費を軽減させる(城ノ内地区、大学 2 年生、女性) 

・ 子供の遊ぶ場所が増えること。コミュニティを確立すること。駅前だけでも賑やかさに溢れていること。(城ノ内地区、高校生、

女性) 

・ 若者がいる。私の住んでいるところは老人が多い。若い人多いほうが楽しそう。(龍ケ崎地区、大学 2 年生、女性) 

・ 駅前が衰退化して利便性が悪いので改善する(馴柴地区、大学 1 年生、男性) 

・ 街灯や歩道を増やし、安全な町になってほしい。また、車の運転が荒い人がいるため、交通事故防止運動を進めるべき。(龍ケ

崎地区、大学 3年生、女性) 

・ 学生の生活を支援するサービスを展開したり、学費や入園料に対して市から援助をすることが有効であると考えます。子育て

世代に寄り添ったサービスを展開していることをメディアを用いて宣伝することで注目度が高くなり将来住みたいと考える人

が増えるのではないでしょうか。(長山地区、大学 3年生、女性) 

・ もう少しショッピングモールなどの施設を増やす(龍ケ崎地区、短大・専門学校、女性) 

・ デリバリーサービスの増加や、援助金の増加(松葉地区、大学 1 年生、男性) 

・ 安心した地域コミュニティ、変質者を徹底して排除する、若いお母さんでも顔を出しやすい子育てコミュニティ(馴柴地区、大

学 3 年生、女性) 

・ 治安の改善(八原地区、その他、回答しない) 

・ 企業の社内託児所開設を補助する。学童の充実。ベビーシッター制度。駅近方に図書館と勉強スペースの建設(駅を利用する中

高生のため)。ショッピングモール。(馴馬台地区、大学 3年生、回答しない) 

・ 道路の整備、道の雑草の整備(龍ケ崎地区、大学 1 年生、女性) 

・ 子育てに必要な店の確保、シャッター街や空き家の活用、古い設備のリフォームによる町の雰囲気改善(長戸地区、その他、女

性) 

・ こども食堂をふやす。(龍ケ崎地区、高校生、女性) 

・ 都市づくりを見直し、公園や大きな商業施設の充実、駅など交通機関の整備、環境の保全を改善を行う。(馴柴地区、社会人、

男性) 

・ 賃金をあげる。金がなきゃ楽しめる余裕なんてない。(龍ケ崎地区、大学 2年生、男性) 

・ 駅までの交通の便をよくする(八原地区、大学 3年生、女性) 

・ 市役所の方々がもう少し市民の皆さんに寄り添う姿勢があってもよろしいのかなと思います。（市役所に伺った際に皆さんで

はないですが、ごく一部高圧的な態度で嘲笑うように物事を言ってくる方がいらっしゃった印象があります。初めて子育てさ

れる方は何もわからない状態からのスタートだと思うので市役所の方がそう言った態度だと市の政策に頼りたくても頼らない

のかなと思います。）(龍ケ崎地区、社会人、回答しない) 

・ 龍ケ崎市駅がもう少し利用しやすくなったり、（ロータリー)、自由に利用できる公共施設が増えればいいと思う。土浦図書館

みたいに綺麗で勉強や子育てに役立てそうな大きな図書館があるなど。(久保台地区、大学 4年生、女性) 

・ 治安が良くなること(八原地区、その他、女性) 

・ せっかく交通の面で便利で、立ち寄る機会も多い場所なのだから龍ケ崎市に来る「きっかけ」を作れればいいと思う。個人的

には、龍ケ崎市は便利ではあるものの、遊べる施設が少なかったり大型ショッピングモールが無かったりするのでその辺を改

善していくことが必要だと思う。また、一定数いわゆる「ヤンキー」がいて、夜うるさいことが多々あるので治安の面も改善出

来たらいいのかなと考える。(久保台地区、大学 1 年生、男性) 

・ 娯楽施設の充実(馴柴地区、大学 4 年生、男性) 

・ 駅が近い(龍ケ崎地区、大学 4 年生、女性) 

・ 他の市や町と合併したほうがいい(久保台地区、大学 3 年生、男性) 

・ 龍ヶ崎市内の施設は比較的高齢者が多くなってきていると思う。子供がもっと自由に外で遊べる環境（遊具や安全面に考慮し

て）を考えるべきだと思う。(龍ケ崎地区、大学 2 年生、女性) 

・ 電車の本数を増やす・飲食店、居酒屋の営業時間を伸ばす・増やす。娯楽が無い。(龍ケ崎地区、大学 4 年生、女性) 

・ 市内に信頼できる病院（総合病院）がないため、医療を充実させて欲しい。また、バスなどの公共交通機関を充実させて欲し

い。(川原代地区、大学 4年生、女性) 

・ 遊べる場所がある、施設を増やす、電車の本数を増やす、若者が発言できる場を増やす(龍ケ崎西地区、社会人、女性) 

・ バスの本数を増やす、ショッピングモールなどが欲しい(久保台地区、社会人、女性) 

・ 子育て世代には給付金などを充実させることが必要だと思う。 

・ 地域の人たちとの関わりが増え、頼れる人が多くなることが必要だと思う。 

・ 気軽に子育てのこと、仕事のことなどを相談できる場所、給付金についての情報を得られる場所があればいいと思う。 

・ 市役所などのかしこまったところではなくて、カフェのようなみんなが行きたいと思うようなあたたかい雰囲気のある場所で

そのようなコーナーを設けたらいいと思う。(龍ケ崎地区、大学 4年生、女性) 

・ レジャー的な楽しめるところや CD ショップがあったらいいと思う(八原地区、大学 1 年生、女性) 

・ 音楽を聴いて遊べる場所があればいいと思う 

(城ノ内地区、その他、男性) 
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・ 街灯が沢山あり通勤通学が安全である。バスの運賃がもう少し低くなる。子育てしやすい環境と経済的支援がある。 

バスの到着時間が電車に乗れるような時間になる。街灯をつけてくれ。(久保台地区、大学 1年生、女性) 

・ 市内を綺麗にする、街灯を増やす、大きな商業施設を建てる(城ノ内地区、短大・専門学校、女性) 

・ 徒歩圏内に公園などの自然の充実、衣食住の買い物の充実、東京圏へのアクセスの増加。働きどころの確保。 

衣食住の買い物関しては、今後宅配サービスが充実すれば解決すると考えられる。 

働き先、学校が東京にいる人が多いから、東京の価値観を持っている人が多い。都会の価値観はとにかく便利を追求し、衣食

住全てのサービスが満足するスピードで提供されることを望んでいる。そうした中、東京まで遠い、満員電車で座れない、終

電早い等の交通アクセスや店舗不足のところはどうしても不満はある。(久保台地区、大学 4年生、男性) 

・ 車を持っていない主婦（主夫）が病院や買い出し、児童館など歩いて行くことが困難な場所へのタクシーやバスの運行 

都内からのベッドタウンにも関わらず都内へ通学・通勤して帰宅した際に駅から自宅近くへのバスが無く、龍ケ崎から働きに

行こうと思わないのでバスの運行本数の増加 

都内に行くまでに乗り換えが少なく、1 時間ほどで行けることを強みにすべき 

龍ヶ崎市から都内へ通学・通勤する人への定期代の補助 

県外で働きたい人が龍ケ崎に住み続けたいと思える支援 

将来住みたいという市政ではなく、龍ケ崎に拠点を置きながら通い続けたいと思える、通うことが苦ではないまちづくり 

児童館や大きい公園や市民プールなどが固まっているのでそこへアクセスしやすいような動線、もしくはヨーカドー跡地など

で体操教室や親子レクなどの実施 

“龍ケ崎で働く”ではなく、“龍ケ崎から働く”を念頭に 

楽しいから住みたいとは思わない。環境と記載しているので箱物行政を想像しているかと思われるが、経済的な支援が一番助

かる 

龍ケ崎には住み続けたいが、いかに都内へ通勤通学しやすいかを念頭に住む場所について検討する 

(松葉地区、大学 1年生、女性) 

・ 若者世代については都内へのアクセスが重要だと考える。龍ケ崎市駅周辺は常磐線があるので良いが駅へのアクセスが悪いエ

リアは不便。バスや竜ヶ崎線がより使いやすくなると良いと考える。 

子育て世代についてはわからない(龍ケ崎地区、大学 3 年生、男性) 

・ 近くに複合施設を用意。爺、婆向け以外の建物などがあり、かつ、ガス、水道をまともに使えるようにする(松葉地区、社会人、

男性) 

・ JR 龍ケ崎市駅から学校・商業施設までのアクセスについて自家用車以外での交通手段が増えるとより良いと思います。具体的

には、コミュニティバスやタクシーなどを若者が使いやすいよう駅前や学校の前、スーパーの前などに通勤通学時刻に合わせ

た停留場所があると使いやすいと思います。 

また、JR 龍ケ崎市東口駅前のロータリーについて、通勤・帰宅ラッシュ時はバスやタクシー、自家用車等が混雑して危険なと

きも多いと感じます。そのため、ロータリーに仙台西口駅前のペデストリアンデッキ(歩行者専用高架橋)などを参考に歩行者

と自動車の流れを分けることができると、より安全に利用できると思います。 

また、市内の施設利用費について、もっと学割や子育て世代向けの割引きなどを増やすと市内で買い物したくなると思います。

(大宮地区、大学 4年生、回答しない) 

・ 交通の便が悪い、商業施設がない、(龍ケ崎地区、大学 2 年生、女性) 

・ 車がなくても生活できる環境(松葉地区、大学 1年生、女性) 

・ 龍ヶ崎市を拠点としているプロスポーツチームをつくる。(松葉地区、大学 1 年生、女性) 

・ 商業施設が無さすぎる上に過疎化し続けて欲しい商品などがないお店ばかりなので、イオンなどの施設ができること(龍ケ崎地

区、大学 2 年生、男性) 

・ お店や交通を充実させる(龍ケ崎地区、大学 3 年生、女性) 

 

 

【Ｑ13で「わからない」と回答した方】 

・ そもそも龍ケ崎には若者の流入に積極的ではないと感じる。それに加え、そういったコンテンツが欠けている。少子高齢化が目

に見えて進んでいるこの街を活気溢れるものにするためには、若者視点から政策を考えるべき。(八原地区、大学 3 年生、男性) 

・ 交通が便利(八原地区、大学 4 年生、女性) 

・ 何も無さすぎる。せっかく大学が立っていて高校もあるのに学生向けの施設がないところが残念だと思う。また、車がないと不

便。なにか、大きめの学生も楽しめる商業施設などを作った方がいいと思う。(松葉地区、大学 1 年生、男性) 

・ 駅降りてから徒歩で行ける範囲の整備。市内が広いことに比べ竜ヶ崎線がかなり短い(バスもあるが若者世代を見るのであれば

都心への交通を重視していると思う) 

就職先が少ない→就職活動をした時選択肢が近くても取手か牛久になる 

そもそも子連れが楽しめるスポットがない→お城があるような大きい遊園地は難しいが、商業施設と併設された室内遊園地等 

(トイザらスもあるが休日にも関わらず車が二台しか止まっていない…)(龍ケ崎地区、社会人、女性) 

・ 若い人は都会志向なんじゃないでしょうか、子育て世代にしてもこんなところに住みたいと思うのは田舎好きくらいなのでは

(長山地区、大学 2年生、男性) 



２ 調査結果（単純集計） 

 

46 

・ もっと駅の周りにファミレスを増やしたり、コンビニを増やしたりするべき。駅に行ってもなにもないことが問題。街頭も少な

い。草木の手入れをちゃんとしてください。車を運転していると、草木が邪魔で何も見えない。子どもにとっても、大人にとっ

ても危ない場面が多すぎる。(馴柴地区、大学 1年生、女性) 

・ 公園の整備(龍ケ崎地区、大学 2年生、男性) 

・ 交通の便利さ、補助など(大宮地区、大学 3 年生、女性) 

・ 商業施設や遊ぶ場所が多い(長山地区、大学 4 年生、女性) 

・ 公園などの遊べる場所を増加させることによって、若者及び子育て世代が龍ヶ崎市に遊びに来る人が増えると考えた。(城ノ内

地区、大学 3 年生、男性) 

・ 竜ヶ崎市駅周辺の農地に商業施設等があれば、第二のニュータウンになり得るのでは無いかと思う。(龍ケ崎西地区、社会人、

男性) 

・ イオンなど、若い人にも人気の建物を多くする(龍ケ崎地区、高校生、男性) 

・ 安全な遊び場や、治安がいい事(龍ケ崎地区、短大・専門学校、男性) 

・ とにかく、交通の便が悪すぎると思います。バスの本数が少なく使いずらいです。お店は大体ありますが、栄えてる場所に行か

ないとお店を利用できないのは不便だなと感じます。若者·子育て世代が楽しめるためには、市内全体にお店をもっとバラけさ

せる必要があると思いますし、映画館やプレーパークなど楽しめる場所(大型施設など)があれば住みやすくなるのかなと思い

ます。(龍ケ崎地区、大学 3 年生、女性) 

・ 商店街新店舗を置き、賑やかにする(大宮地区、短大・専門学校、女性) 

・ 大型ショピングモール(八原地区、大学 2年生、男性) 

・ 発展したり、住みやすい環境を市内自体でつくっていく(馴柴地区、その他、女性) 

・ 出かける場所が限りなく少ない所(龍ケ崎地区、社会人、男性) 

・ 柏市の高柳駅周辺みたいに都市開発すれば住みやすいと思う(龍ケ崎地区、社会人、男性) 

・ 近隣の市町村にはないものを取り入れる。(八原地区、大学 1 年生、男性) 

・ もっと子育て支援センターの存在を知らせて交流の場があることを広める(久保台地区、短大・専門学校、女性) 

・ 災害が起こりにくい(龍ケ崎地区、社会人、女性) 

・ 交通手段が増えたら。駅を増やすとか(龍ケ崎地区、大学 2年生、女性) 

・ 給付金などの充実。市や学区規模でクラブ活動のような、趣味を楽しめる環境。(長山地区、大学 1年生、女性) 

・ 夜バイクがうるさいので良く寝るために静かにする。名前を佐貫駅に戻す。(龍ケ崎地区、大学 3 年生、回答しない) 

・ 市長がどのように貢献しているか分からない。コミュニティバスを見かけるが人を乗せてない時が多い。(龍ケ崎地区、社会人、

女性) 

・ 関東鉄道竜ヶ崎線が高いし、本数がないし、不便かなと思います。 

常磐線と繋げたり出来ればもっと電車が活発に活用されると思います。(龍ケ崎西地区、大学 3 年生、女性) 

・ 公共交通機関の連携不足のため、時間が合わないことが多くあること、魅力的に感じるお店が少ないことがあるため、それらの

改善。公園の遊具が少なくなっていることの改善。(久保台地区、大学 4 年生、男性) 

・ 駅への交通手段が増える。娯楽施設を増やす(八原地区、大学 1 年生、男性) 

・ 貝原塚町に住んでいますが、タツノコ通りのあたり、藤が丘、松が丘などは道路も整備されているが、自分の住んでいるところ

は確実に後回しにされている感じがしてならないので市内全体として、龍ヶ崎はどこに住んでも平均的に不足なく生活できる

環境(道路の整備や除草作業、コンビニやスーパーの増加など)が欲しい。(城ノ内地区、大学 3 年生、男性) 

・ 子育て支援(北文間地区、大学 3年生、男性) 

・ 自身が学生だった頃に、近場に大きな遊び場(ショッピングモール)があったらいいなと思ったことがある(龍ケ崎地区、社会人、

女性) 

・ 若者達が遊べる場所を増設したり子育て世代の方々が安心して利用出来るような施設を設置してほしいと考えています。(龍ケ

崎地区、大学 3年生、女性) 

・ 駅の周りをもっと充実させる(久保台地区、大学 3 年生、女性) 

・ 子供の遊び場・預かり場があるといい(馴馬台地区、大学 2年生、女性) 

・ あまりわからない(龍ケ崎地区、大学 1 年生、女性) 

・ 子供が遊べるイベントを用意する。(城ノ内地区、大学 2 年生、女性) 

・ 商業施設の整備、バスの整備(松葉地区、大学 2年生、女性) 

・ 住宅のフォローをすればいいと思う(龍ケ崎地区、短大・専門学校、女性) 

・ 大きなところ(たつのこ、病院、スーパー等)には電車・バスで比較的行きやすいが、公共交通機関が通っていない場所も多く車

がないと行きづらいところも多い(長山地区、社会人、女性) 

・ 不良を減らす(龍ケ崎地区、短大・専門学校、男性) 

・ 20 代が男女ともに交流する機会があり、子育てにおいても気軽に相談でき、明石市のように福祉が充実していること。もっと

市が行っている政策を市民に心から伝える必要がある。（何をしているのか、費用対効果はどのくらいかなど。）子育て世帯の

数が少ないからこそ、そこに対して費用をかけないと人口は減り、衰退する一方である。資金がないなら他のところで削れる部

分がないか考える。伝統も大事だけど、そこに執着してたら無駄金が増える。 

道の駅はできないし、何にも目玉なしの龍ケ崎市政は無駄金使って何をしてるかこっちに伝わってこない。外国人増えてナンバ

ーついてない車は走ってるし、終わってきてるよー！！！ 

ちょっとはまともな大目玉サプライズ用意してくださーい！！(松葉地区、大学 1年生、男性) 

・ 観光施設、レジャー施設を多くする(龍ケ崎地区、大学 1 年生、男性) 
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・ 龍が岡地区に住んでいます。専門学校に行くようになって交通の不便さを痛感さしました。 

バス運行の少なさ、21 時以降のバスが無いなどバス会社の働き方改革があるとはいえ、電車を使用する立場、年代になって龍

ケ崎市の不便を非常に感じ、なぜ駅近に家を設けなかったか親を責めた事もあります。 

結局、いくら子育てへの自然な環境を整えたとはいっても成長した後の通学、就職後の通勤の交通の便がより良い環境でなけれ

ば龍ケ崎市での暮らしも考えてしまう。(誰もが地元就学、就職とは限らない)(八原地区、短大・専門学校、女性) 

・ サッカーや野球などのスポーツや習い事を自由に受けさせられる支援があると子供にとっても嬉しいしその子がプロになって

活躍するとアピールにも繋がると思う(松葉地区、大学 4 年生、男性) 

・ 市内は単に居住するところ、という位置づけの場所となっている面があり、日々の生活をしていくためのインフラは充実してい

るかとは思います。ただ例えば高校時代の友人が久しぶりに会った時に皆で楽しめる場所（空間、飲食、イベントが行える場所）

といった日々生きていく際に日常の生活に付け加えることのできる何か「いろどり」を得られる・与えられる場所やきっかけと

なるものがあまりないため、こと若者への訴求が乏しいので近隣であれば例えばつくば市などへ移住していってしまっている

かと思います。(八原地区、大学 3 年生、男性) 

・ 税金の無駄遣いをしない(久保台地区、大学 3 年生、女性) 

・ 治安向上。今川口市などで外国人問題が日々深刻化しているが川口市はその問題に対処していないように見えるので龍ヶ崎市

はそのような問題が起きた時、起こる前に対処してくれる市であって欲しい(龍ケ崎西地区、短大・専門学校、男性) 

・ わかんない(八原地区、大学 3 年生、女性) 

・ 電車が増える、交通面の改善、なにか遊ぶところがほしい(城ノ内地区、大学 3 年生、女性) 

・ 自然に溢れ、休日に人が分散されるような公園や施設、多くの経験ができるアクティビティ施設などがあったり、情報交換が円

滑に出来る(城ノ内地区、大学 4年生、男性) 

・ 交通の便を良くする(長戸地区、大学 4 年生、女性) 

・ 駅への行きやすさ、バスの数を増やすべきかと、ダイヤの改善などでバスの最終が早すぎる。駅を使いたいと思えなくなる、車

がないと生活ができない(八原地区、社会人、男性) 

・ 臭いがひどい場所がある(馴馬台地区、大学 3 年生、男性) 

・ 流通経大学生以外の学生にも支援を手厚くする(龍ケ崎地区、大学 2 年生、男性) 

・ 日用品売り場へのアクセス、娯楽施設の豊富さ、自然の豊かさ(松葉地区、大学 4年生、男性) 

・ 緑を維持拡大(馴柴地区、大学 4年生、女性) 

・ 人通りが少なく、街頭のない道も多くある。実際に高校の帰り道や塾の帰りに不安だったこともあった。防犯カメラの設置等を

進め、安全なまちを実現できればどの世代も住みやすくなると思う。(龍ケ崎地区、大学 4 年生、女性) 

・ 子育て支援をより手厚くする(馴柴地区、大学 2年生、女性) 

・ 現在の状況に満足してます。(八原地区、大学 1年生、女性) 

・ 魅力的な就職先が増えればよい(城ノ内地区、大学 3 年生、男性) 

・ 商業施設を増やし、若者が楽しめる娯楽施設等を増やすべきだと思います。また、バスの本数が少なく通学に不便さを感じるこ

とが多いです。移動手段にバスを利用する人は学生含め案外多いので、本数を増やしていただければと思います。(龍ケ崎地区、

短大・専門学校、女性) 

・ クソデカダイソーが欲しい！！！(馴柴地区、社会人、女性) 

・ 車社会が当たり前の街づくりの解消と児童手当やその他補助的な拡張(久保台地区、大学 4 年生、女性) 

・ 遊び場が多い、自然豊か(龍ケ崎地区、大学 2 年生、女性) 

・ レジャー施設や学校、ショッピングモールなど日常で利用する施設すべての交通の便が整っていること。かつ、キレイな緑があ

って開放的なこと。(子供がのびのびと成長できる環境があること)(松葉地区、短大・専門学校、女性) 

・ 公園のデザイン(親が見守りやすいベンチの設置、遊具の配達等)や管理、トイレの清掃や、けやき通りの木の剪定の見直しな

ど、町の景観を上げることで魅力が上がると思います。(龍ケ崎地区、大学 4 年生、女性) 

・ 医療費や教育費が無料(馴柴地区、大学 2年生、女性) 

 

 

【Ｑ13で「その他」と回答した方】 

・ 商業施設はもう少しあっても良いのではないかと思う。(馴馬台地区、大学 3 年生、男性) 

・ 地域活動の負担が少ない事、仕事しやすくなるため(馴柴地区、大学 2 年生、女性) 

・ 若者(学生)に関しては奨学金とか負担してもらえたら自由に使えるお金増えてやれることが増えると思う。ただでさえ経

済が低迷してて給料低いのに子供なんて養えない。 

まず結婚しなくても幸福に暮らせるようになってから考えるべきと思う。 

子育て世代は自分がそうじゃないのでしらない。強いていうなら公園での禁止行為(川原代地区、短大・専門学校、回答し

ない) 

・ 子どもが気軽に安心して遊べる広い公園などがあったらいいと思う。(馴柴地区、大学 4 年生、女性) 

・ いつでも子供を安心して預けられる施設がある。十分な子育ての資金援助を受けられる。(龍ケ崎地区、社会人、女性) 

・ 公共交通機関の拡充、現段階で龍ヶ崎市駅発、白羽一丁目発の終バスが早過ぎて話にならない。北竜台地区の店舗特にト

イザラスの空きテナントの解消は優先事項であると考えます。(長山地区、社会人、男性) 
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 どのようにすれば、結婚をしたり、子どもを授かりたいと思えるようになると考

えますか？（支援・補助金・施設等）【自由記述】 

      

 

【Ｑ13で「住み続けたい」と回答した方】 

・ 歩道の整備、高齢者向けの印象のある無料バスを全市民のためであると押し出す、個人商店支援(久保台地区、大学 3 年生、女

性) 

・ 若者や結婚を考えるような世代が遊べる場所が少ない。(松葉地区、大学 4年生、男性) 

・ 親と子どもが共に成長できる環境が整った施設の存在をアピールする、または増やす。(八原地区、大学 4 年生、女性) 

・ 補助金(龍ケ崎地区、大学 4 年生、女性) 

・ 子供が様々な多くの学校行事やイベントを通して充実した学校生活と経験を養うことができる。公園などに遊具や環境（不審者

が来にくい場所）に関する安全性がある。(松葉地区、大学 1 年生、女性) 

・ 結婚した際の助成を思い切って 30 万円くらいにしてみては？現状最大 10 万円だと思うのですが、やっぱり 30 万円とかにして

みると、経済的に苦しくて結婚、出産を悩んでいたりする方も結婚や子供を授かろうと思える気がします(龍ケ崎地区、社会人、

女性) 

・ 支援補助、子供を一時預かり施設を充実させる(龍ケ崎地区、社会人、女性) 

・ 子供のいる家庭にはサービスをつける。子供と一緒に行きたくなるような遊べる施設を建てる。(北文間地区、大学 1 年生、男

性) 

・ 街コン(大宮地区、短大・専門学校、男性) 

・ 高齢者が増えて子育て世代が少なくなってきている龍ヶ崎の現状を変えるために流山市みたいに根本的に税金の使い方を変え

て子育て世代により多くの支援、補助金を出して行くべき。全体的なバランスを考えますがやりすぎぐらいがいいと思います。 

高齢者よりも将来のある子供世代を支えるべきです。(松葉地区、大学 4 年生、男性) 

・ 子育てに関してはやはりお金が足りないと考える。必要な物を買い揃えたり、妊娠の際の病院の診察料、子育てに集中するなら

仕事を休まなければならないため、安定したお金を支給されないと難しいと思われる。(龍ケ崎西地区、短大・専門学校、男性) 

・ 子育て支援をより充実させる。子育てや結婚に関する相談などができたり、他の同じ境遇の人々と交流、意見交換ができる施

設、機会を設ける。(長山地区、大学 2 年生、女性) 

・ 支援金の充実(龍ケ崎地区、大学 2 年生、男性) 

・ 豊かな生活を送るのに十分な補助金を支給する(八原地区、大学 1年生、女性) 

・ そもそも国自体の問題なので、結婚をする資金の余裕や時間も足りないので、どうすることもできないような気がしますが、強

いて挙げるなら、子どもが遊べる場所を作らないと行けないと思います。今の龍ケ崎で、子供を遊ばせるにはどうすればいいん

ですか？わかっていますよね？何もないんですよ！遊ぶ施設を潰すのは、何らかの理由はあるバズですよね？？無いのに潰し

ているとは思わないので、潰すのはわかるんですけど、新しく施設を作ってくれないと減っていく一方なのでせめて何か別のも

のを作らないといけないですよね？(龍ケ崎地区、その他、男性) 

・ 補助金を出して欲しい(長山地区、大学 4年生、女性) 

・ 補助金を渡すべき、お金の面で子育てに困窮する人はかなり多いと思う。その分高齢者のケアを減らしても良いと思う、一概に

減らさなくても収入がある程度ある人は少なくしたり、難しいとは思うが結婚子育てにはそうする他ないと思う。(龍ケ崎西地

区、大学 3 年生、男性) 

・ 支援金が手厚い(龍ケ崎地区、大学 2 年生、女性) 

・ 子供 1 人を産むごとに補助金を出してもらえる。(長山地区、大学 2 年生、女性) 

・ 分からない(八原地区、社会人、女性) 

・ まる福が高校３年までなのはとてもありがたかったので続けてほしいです。また、1 人より 2 人、2 人より 3 人産んだほうが住

宅手当や出産手当等も補助が増えてくれたらより子育て世代が住みやすい社会になると感じます。(八原地区、大学 4 年生、女

性) 

・ 支援・補助金が多いと前向きに考えることが出来ると思う。(城ノ内地区、社会人、女性) 

・ 支援金やサービスや保育園などの施設が充実している、心配なく会社に出勤出来る(松葉地区、大学 1 年生、男性) 

・ 補助金の拡大や家族みんなで一日中楽しめるような施設があれば、意欲がわくと考えた(川原代地区、大学 4年生、男性) 

・ 子どもを育てながら働きやすい環境や補助金(北文間地区、社会人、女性) 

・ 子どもが生まれることによって得られる楽しみ、生きがい等を伝える(龍ケ崎地区、大学 4 年生、男性) 

・ 経済面の不安が大きいと思うので、経済的支援を充実させたり、市の政策を知ってもらうのがいいと思う。(龍ケ崎地区、大学

3 年生、女性) 

・ 栄えた教育施設(長山地区、大学 4 年生、女性) 

・ 大学無料(龍ケ崎地区、大学 1 年生、女性) 

・ 安定した収入を得られ、将来の見通しが立てば思える(長戸地区、その他、男性) 

・ 補助金(馴柴地区、大学 2年生、男性) 

・ 補助金(龍ケ崎地区、社会人、女性) 
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・ 思わないからわからない(龍ケ崎地区、大学 2 年生、女性) 

・ 周りの環境。友達に子どもができたら欲しくなる。(馴馬台地区、大学 1 年生、女性) 

・ 友だちが結婚したり子どもができたら焦る。幸せ発信する人をたくさんつくる。(馴馬台地区、大学 1 年生、女性) 

・ 金を配る(八原地区、その他、男性) 

・ 交通の便がより良くなると良いと思う。また、支援の面でも各家庭に適した補助が出来ると良いと思う。(龍ケ崎地区、社会人、

男性) 

・ お金(馴馬台地区、短大・専門学校、男性) 

・ 結婚をした際などにお祝い金制度があると良いと思います。(長山地区、大学 3 年生、女性) 

・ 本当の意味で愛情を理解すること(龍ケ崎地区、その他、男性) 

・ 支援金、サービスを多くすべき、子供を預けられる施設の増設(馴馬台地区、大学 4 年生、男性) 

・ 補助金や施設などが充実すれば(馴馬台地区、大学 1 年生、男性) 

 

 

【Ｑ13で「一度は市外で暮らしたいが、結婚、子育てを機に戻りたい」と回答した方】 

・ 結婚したい、子供が欲しくなるような動画（PV）などが市内施設の中で流れている時(大宮地区、社会人、男性) 

・ 子育て支援のためのお金(城ノ内地区、大学 3 年生、男性) 

・ 収入を増やす(八原地区、短大・専門学校、男性) 

・ 補助金(八原地区、大学 3年生、女性) 

・ 収入が増えること。自分が豊かになってある程度生活に余裕が生まれたときに初めて誰かとの未来を考えられると思う。(馴馬

台地区、大学 3年生、女性) 

・ 金(八原地区、社会人、男性) 

・ 雇用の安定。車がなくても過ごせるまちづくり(城ノ内地区、大学 2 年生、男性) 

・ 子どもを育てるのにはお金がかかるため、返済不要の奨学金や補助金が充実していると子どもを育てたい人には嬉しいと思う。

(城ノ内地区、大学 4 年生、女性) 

・ 経済的支援や、男女交流の機会を増やす。(城ノ内地区、大学 4 年生、男性) 

・ おかねもらう(馴馬台地区、大学 1 年生、男性) 

・ 手当を増やす(龍ケ崎地区、社会人、女性) 

・ 職場の子育て支援、補助金の拡大(久保台地区、大学 3 年生、女性) 

・ 結構をしたいと思える相手と出会える環境を作る必要があると思います。結構したり、子どもを授かりたいと考えている人も、

そのような相手と出会えなければ、その人の考えは実現しません。マッチング支援を行政側で行うことも検討するべきだと思

います。子どもを授かった家庭に対する補助金の支給や学費の無償化も検討する必要があると思います。(北文間地区、大学 3

年生、男性) 

・ わからない(長戸地区、大学 4 年生、女性) 

・ 補助金や学費免除などは確実に子供を授かりたいと思えるが、他にはちゃんと筋の通っているいい先生や良い教育が用意され

ていると子供を授かって通わせたいと思えるので、もっと義務教育の先生たちの教育をして欲しい。先生の給料が安いとやり

たくなくなり、その気持ちが子供達の前に出てしまうとよくないと思います。(川原代地区、大学 2年生、男性) 

・ 子供向けの支援や、イベントなどがあれば良いと思う。(龍ケ崎地区、大学 3 年生、女性) 

・ 支援制度充実(龍ケ崎地区、大学 3 年生、男性) 

 

 

【Ｑ13で「住み続けたくない」と回答した方】 

・ 出産や子育てにかかる費用の全面補助等、子供を産んだ方が得をするような制度が多数ある環境があれば良いと思う(馴馬台地

区、大学 2 年生、女性) 

・ 金銭的補助、給食費無料化、子供たちが遊べる公園の美化（暗い場所を明るくするなど）(八原地区、その他、女性) 

・ 公共交通機関の充実、子育て支援や物価高などの経済面に対する支援、奨学金返済の軽減や免除等(馴柴地区、大学 4 年生、女

性) 

・ 産休・育休しやすい環境になる。(北文間地区、大学 3 年生、女性) 

・ 歩道など通学路の草刈りなどを徹底し、車や周りから見えるようにする。公園の整備、(城ノ内地区、大学 2年生、女性) 

・ 少なくとも中学生までは、お金をかけたく無い。出産は全て支援してほしい。また、進学する子供たちへの補助金を多く出して

欲しい。(城ノ内地区、高校生、女性) 

・ 経済的な援助を大幅拡充する(馴柴地区、大学 1年生、男性) 

・ 補助金を増やし、子育ての町のイメージをつけることが必要。(龍ケ崎地区、大学 3 年生、女性) 

・ 結婚や出産に対して助成金を出すのがいいと思います。(長山地区、大学 3年生、女性) 

・ 金銭的な不安を減らせるように、援助を増やす(松葉地区、大学 1年生、男性) 

・ 補助金(馴柴地区、大学 3年生、女性) 
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・ どの世代の子供でも楽しく遊ぶことの出来る施設。他の市に行かなくても自分たちの住む市内で楽しめることの出来る施設(八

原地区、その他、回答しない) 

・ 大学までの教育費補助。医療費の補助。(馴馬台地区、大学 3 年生、回答しない) 

・ 子供を預けられる施設(龍ケ崎地区、大学 1 年生、女性) 

・ 保育費・教育費の支援、給付金、妊婦や子育て世代への積極的なサービス(長戸地区、その他、女性) 

・ 補助金が高い(龍ケ崎地区、高校生、女性) 

・ 市の補助金制度を定め、施設等に子供達の遊べるスペース、アトラクションをつくる(馴柴地区、社会人、男性) 

・ 市内の企業に在籍していれば無条件で子供が生まれてから一年以上の産休を取れるようにする(龍ケ崎地区、大学 2 年生、男性) 

・ 日本の未来が安定する、政治がきちんとなされる事(八原地区、大学 3 年生、女性) 

・ 結婚や出産に関わる支援金がでること(八原地区、その他、女性) 

・ 異性と接する機会を増やすことが 1 番。異性を意識しないと、結婚という考えすら浮かばないので、イベント(ボランティア？)

等で、異性が関わる場を設ける必要があると思う。(久保台地区、大学 1 年生、男性) 

・ 福利厚生が充実している(龍ケ崎地区、大学 4 年生、女性) 

・ 子供にかかる費用分のお金が貰える(久保台地区、大学 3 年生、男性) 

・ 支援、補助金などでは結婚や子供とは思わない。給料が少なすぎるし年収が上がらないと無理だと思います(城ノ内地区、社会

人、男性) 

・ 経済的支援というよりは、日本全体で給与をあげて欲しい。今の状態で大人になり、今の状態で給料を貰っても子供を育てたい

とは思えない（経済的に大変な為）。(龍ケ崎地区、大学 2年生、女性) 

・ 積極的に一人暮らしをできるような環境を整える。生活するのにどれだけお金がかかるのかを実感出来ないとその先を考えら

れないと思う。補助金制度を充実させる。(龍ケ崎地区、大学 4 年生、女性) 

・ 出産・育児にかかる費用の補助を、龍ヶ崎市の威信をかけて全力で増やして欲しい。（例えばプレママ教室を無料にする等、母

子保健事業に市民がもっと参加しやすくするようにするべきだと思う。プレママ教室でさえ参加費 250 円徴収している点など

からも子育て世帯を支援しようという気概が全く感じられません。）(川原代地区、大学 4 年生、女性) 

・ 本人の意思なので知りません(龍ケ崎西地区、社会人、女性) 

・ 少しは補助金が出る(久保台地区、社会人、女性) 

・ 補助金が充実している。働いてる間に子どもたちを預けることができる場所（保育園など）がたくさんある。 

頼れる人が多い。子どもたちが楽しく遊べる場所が多い。(龍ケ崎地区、大学 4 年生、女性) 

・ ガタガタ言われない環境(城ノ内地区、その他、男性) 

・ 出産の時にリスクが無くなる、痛みが無くなるなどの技術が進化していれば。夫がクズでない保証があれば。(久保台地区、大

学 1 年生、女性) 

・ 子育ての補助金や支援制度を拡大して広く普及する(城ノ内地区、短大・専門学校、女性) 

・ 保育園、幼稚園の十分な確保，医療無償化(無償は極端だが、安くなって欲しい)、子育て支援金(ものより、お金の方が嬉しい

のでは)(久保台地区、大学 4年生、男性) 

・ 結婚、子育てについて、何故検討していないかを述べると、金銭的余裕、キャリアへの影響、車が買えないので子供を連れて病

院や児童館などへ行きづらい、自身の生活で手一杯、などがあげられる。ほぼ金銭的な問題になる。 

定住について考えるのであれば生涯を通しての医療費の補助や先も述べた通り通勤、通学への補助が必須だと考える。 

持ち家があれば定住に繋がると思うのでそれらの支援もあるといいと思う。 

結婚についても現在低収入がどんどん進行していっているが、結婚したあと自分、相手の両親の介護や施設代なども含めてハー

ドルが高いものと感じる。私たちの親世代の介護や施設代の支援や補助金が増えると結婚も検討するかもしれない。(松葉地区、

大学 1 年生、女性) 

・ 交通の便が悪い、商業施設がない、(龍ケ崎地区、大学 2 年生、女性) 

・ 補助金(松葉地区、大学 1年生、女性) 

・ 子育てに掛かる費用を少なくする(龍ケ崎地区、大学 2 年生、男性) 

・ 補助金(龍ケ崎地区、大学 3 年生、女性) 

 

 

【Ｑ13で「わからない」と回答した方】 

・ 子供は徐々に大きくなっていくので、学生でも楽しめる商業施設などが欲しい。公園など、園児などを育てるには良いと思う。

(松葉地区、大学 1年生、男性) 

・ 私は子育てに支援や補助金が出たり、そのための施設が充実してるという理由で子供を持ちたいとはあまり考えないかな、ケ

ンカ売ってるわけではないけど(長山地区、大学 2 年生、男性) 

・ 支援の輪をもっと広げてください。(馴柴地区、大学 1 年生、女性) 

・ 幼稚園、保育園の数の確保。修学旅行等の費用負担、子供一人に対する金銭的支援。(龍ケ崎地区、大学 2 年生、男性) 

・ 補助金(大宮地区、大学 3年生、女性) 

・ 出産祝い金や健診などの支援制度。子育てについて相談しやすい環境。(長山地区、大学 4 年生、女性) 

・ 自分がお金を稼ぎ始めたら、実感が湧き始めると思う。(龍ケ崎地区、高校生、男性) 

・ 義務教育終了までの補助(龍ケ崎地区、短大・専門学校、男性) 
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・ これに関しては市の政策も必要だと思いますが、時代の変化もあり結婚したい、子どもを授かりたいという考えになりずらい

時代なのかなと思います。だからといって、結婚はいいもの！子どもを産みましょう！！といったアピールをされても、素直に

受け取れないのが現実だと思います。今の自分の時間を精一杯楽しみたいという思いがあるからこそ、まだ結婚はいいやと思

ってしまうので、市として結婚を意識した時にここだったら住みやすいなと思える施策をすることが必要なのかなと思いまし

た。細かな施策については結婚や子どもについて考えたことがないので思いつきませんが、この市に住みたいという人が増え

る街ほど、子育て世代や若者が住みやすい街になると思います。(龍ケ崎地区、大学 3 年生、女性) 

・ 補助金を手厚くしてほしい(馴柴地区、その他、女性) 

・ 給与を上げて消費税を無くせば授かりやすいと思う(龍ケ崎地区、社会人、男性) 

・ 手軽にベビーシッターを利用できる環境(八原地区、大学 1年生、男性) 

・ 命の尊さについての授業。(久保台地区、短大・専門学校、女性) 

・ 支援制度(龍ケ崎地区、社会人、女性) 

・ 結婚したり子供を授かると支援金が貰えるとかがあったら(龍ケ崎地区、大学 2 年生、女性) 

・ 結婚や子育てについて悩んでいる人々が交流できる場をつくる。若者（晩婚化の今日、同年代ならどの層でもいいのか?）を対

象としてなにか出会いの場となるようなものを定期的に開く（ただし、婚活を前面に出すと結婚願望の無い人は参加しないと

思う）。(長山地区、大学 1 年生、女性) 

・ 竜ヶ崎線の電車賃を下げる。たつのこやまの方まで行けるようにする。(龍ケ崎地区、大学 3年生、回答しない) 

・ 他の市見たいに支援・援助を増やして欲しい(龍ケ崎地区、社会人、女性) 

・ お金のかかる日本だからある程度の支援が充実してる方が子育てしてる人のためにもなると思います。さらに言うと、支援制

度が充実したらそれを積極的にアピールしていくことが大切だと思います。(龍ケ崎西地区、大学 3年生、女性) 

・ 金がいっぱいあったら(龍ケ崎地区、大学 2 年生、男性) 

・ 子育て制度の充実、公園が魅力的、親子で参加出来るイベントが多いなど。(久保台地区、大学 4 年生、男性) 

・ 高校までの完全無償化、子育て支援の拡充(長戸地区、大学 2 年生、女性) 

・ 大学までの学費無償化または高校の義務教育化(八原地区、大学 1年生、男性) 

・ 支援や、補助金、保育園や幼稚園は郊外にあるイメージなので、満遍なく欲しい。(城ノ内地区、大学 3 年生、男性) 

・ 支援金は必要(北文間地区、大学 3 年生、男性) 

・ 個人の意見としては妊娠中の体の不自由と、出産の痛みが怖いので、その不安が解消されるような対策が欲しい(龍ケ崎地区、

社会人、女性) 

・ 補助金制度が充実していて、子育てが負担にならない環境であること(馴馬台地区、大学 3 年生、女性) 

・ 補助金(馴馬台地区、大学 2 年生、女性) 

・ 十分な子育て支援制度、異性への関心があれば(龍ケ崎地区、大学 1 年生、女性) 

・ 補助金、治安(松葉地区、大学 2年生、女性) 

・ 交通費すこし安くしたらいいと思う(龍ケ崎地区、短大・専門学校、女性) 

・ 遊べる施設が増えたら嬉しい(長山地区、社会人、女性) 

・ 楽しい人生を送れば(龍ケ崎地区、短大・専門学校、男性) 

・ お金(大宮地区、短大・専門学校、男性) 

・ 現金、補助、給与増(松葉地区、大学 1 年生、男性) 

・ 賃上げされても、それ以上に物価が上がれば何の意味もない。そしてお金がかかるのは、幼児期ではなくそれ以上に私立高や大

学だと思う。少子化を止めたいのであれば 16歳以上への支援を手厚くすべきと思う。(八原地区、短大・専門学校、女性) 

・ 金銭的に余裕が出てきてから(松葉地区、大学 4年生、男性) 

・ 金銭的あるいは箱もの的なサポートというよりも上記のようなソフト面、言ってみれば海外旅行客が買い物中心から体験を主

体とした観光に移ってきているのと同じように考えたほうがいいのではないかと思います。結婚をすることで援助があるとい

ってもないよりはいいでしょうがそれが起爆剤とはならないと思います。それよりも例えば森林公園に新設した施設を優先的

に使えるあるいは近隣市町村と手を組んでお互いの結婚した方々には優先的に何かをできるようにするといったことをして市

だけではなく地域で何か行動が広がりやすくなる、といった取り組みがいいのではないかと思います。その方が若者の目を引

きやすいと思います。子育てにしても金銭的というよりも同じように地域で取り組み、龍ケ崎市に住んでいるが、職場が例えば

稲敷市だった場合は出社・退社時に近くの稲敷市の保育施設に預けて迎えに行ける方が利便性が高いと思うので、そのような

取り組みをしたほうが働きやすく子育てにも親切なのではないでしょうか。(八原地区、大学 3 年生、男性) 

・ 税金の無駄遣いをしない(久保台地区、大学 3 年生、女性) 

・ 馬鹿なので分からない。そもそも若年層は支援や補助金を貰っても足しにならない程の貯えしかないと思うので結婚後や子供

をさずかったあとの支援も大事だが低い手取りの若者に目を向けるのも大事だと思う。(龍ケ崎西地区、短大・専門学校、男性) 

・ 無理に子供を作らせようとしなければいいのではないでしょうか？(八原地区、大学 3年生、女性) 

・ 支援、補助金、幼稚園保育園探さなくてすむなど(城ノ内地区、大学 4 年生、男性) 

・ 若い人を増やす(長戸地区、大学 4 年生、女性) 

・ 高額な支給金を配給(八原地区、大学 2 年生、男性) 

・ 古いこだわりなどを捨てるべき新しい意見を素直に聞き入れていくべき、歳が上の方々が頑固なせいで若者が市から消えてい

く自分たちの意見は聞き入れてもらえないのだと、なので、支援、補助金、施設の前に考え方を決定権を持っている方々が変え

なければなんも変わらない(八原地区、社会人、男性) 

・ 子育てにおいて継続的にかかるお金の補助金(馴馬台地区、大学 3年生、男性) 

・ 経済的な心配をなくすこと(松葉地区、大学 4 年生、男性) 
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・ 教育支援の拡大(馴柴地区、大学 4 年生、女性) 

・ 二世帯、三世帯の同居が進めば、若い世代も時間的、精神的な余裕が生まれるように思う。実際に私も家に祖父母がおり、安心

して放課後、帰宅していた。(龍ケ崎地区、大学 4 年生、女性) 

・ 結婚、子育て支援を手厚くする(馴柴地区、大学 2 年生、女性) 

・ 子供に対する支援金、補助金制度を手厚くしていただければ良いと思います。施設(保育所や幼稚園、学校)については、私の住

んでいるところでは比較的近く、通いやすいので問題ないと思います。(龍ケ崎地区、短大・専門学校、女性) 

・ 子どもがいる世帯に対する支援の充実、日中に子どもを預けられる施設の充実(龍ケ崎地区、大学 3年生、女性) 

・ 龍ヶ崎市駅の近辺を充実させて欲しい。(川原代地区、その他、女性) 

・ 1 人親だと支援金がでるけど、1人親じゃないとそういう支援がほぼない。家賃光熱費食費やその他諸々子供を育てていくお金

は共働きでも正直かなりキツイ。(馴柴地区、社会人、女性) 

・ お金の支援、環境(久保台地区、大学 4 年生、女性) 

・ 学費の免除、子供手当、商業施設増やすなどしてほしい(龍ケ崎地区、大学 2 年生、女性) 

・ 育休の取得しやすさ、再就職のしやすさ(松葉地区、短大・専門学校、女性) 

・ 支援やそれに伴う税金、治安(龍ケ崎地区、大学 4 年生、女性) 

・ 奨学金の返済を手伝う(馴柴地区、大学 2年生、女性) 

・ 金銭的な支援に加え安心して預けれる施設があるかどうか(松葉地区、大学 2 年生、女性) 

 

 

【Ｑ13で「その他」と回答した方】 

・ 子供が 3 人目以降は市内に限り高校まで進学すれば半額援助。(すみません、この手の問題は全く分かりません。)(馴馬台

地区、大学 3 年生、男性) 

・ 親子で過ごせる施設が増えること。駐車場もしっかりあるといいと思う。(馴柴地区、大学 4年生、女性) 

・ 補助金の充実(馴柴地区、大学 2年生、女性) 

・ 同性カップルをみとめて。結婚は手段であって目標にするようなものじゃない。子供はその人の生育環境で意見が変わると

思う(自分は自分以外の他者の人生に責任を負えないと考えるので無理)(川原代地区、短大・専門学校、回答しない) 

・ 補助金など経済的に負担を減らしてほしい。昔より年収が下がっているのに加えて、子供にかかる経済的負担が相対的に増

えている事実を熟慮してほしい。(馴柴地区、大学 4年生、女性) 

・ 子供が欲しい、結婚したいと考えた事がないのでわからない(龍ケ崎地区、社会人、女性) 

・ 根本的な問題として貰える給料が低すぎる。この時点でどんな改善策があろうと考えようと思えない。 

家賃補助等固定費を減らせるような施策があれば考える余地はあると思います。(長山地区、社会人、男性) 
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 市の政策に対して、意見を表明したいと思いますか？（１つのみ） 

         

 【市全体】 

⚫ 最も回答が多かったのは、「どちらかと言えば思わない」であり、次いで「どちらかと言え

ば思う」となっており、それぞれ全体の約３割を占めている。 

⚫ 「どちらかと言えば思わない」「思わない」と答えた割合は、全体の約６割を占めている。 

 【北竜台】 

⚫ 北竜台は、市全体とほぼ同じ傾向であり、「どちらかと言えば思わない」と答えた割合が最

も多く、次いで「どちらかと言えば思う」となっている。っている。 

⚫ 「どちらかと言えば思わない」「思わない」と答えた割合は、全体の約６割を占めている。 

       

 
 龍ケ崎 

地区 
大宮 
地区 

長戸 
地区 

八原 
地区 

馴柴 
地区 

川原代 
地区 

北文間 
地区 

龍ケ崎西 
地区 

松葉 
地区 

長山 
地区 

馴馬台 
地区 

久保台 
地区 

城ノ内 
地区 

総 計 

思う 9 2 1 8 3    6 1 2 3 4 39 
 男性 2 2  6 1    3  1 1 1 17 
 女性 7  1 2 2    3 1  2 3 21 
 回答しない           1   1 
どちらかと言えば 
思う 

29  3 8 9 3 3 3 4 6 6 4 9 87 

 男性 9   5 4  2 3 3  2 1 5 34 
 女性 20  3 3 5 2 1  1 6 4 3 4 52 
 回答しない      1        1 
どちらかと言えば 
思わない 

28 4  11 7 2 2 6 8 7 10 6 8 99 

 男性 10 2  4  2 1 2 4 2 3 3 3 36 
 女性 17 1  7 7  1 4 4 5 7 3 5 61 
 回答しない 1 1            2 
思わない 21 1 2 9 7  1 2 7 5 2 4 5 66 
 男性 7  1 2 2   1 2 3 1 3 2 24 
 女性 12 1 1 6 5  1 1 5 2 1 1 3 39 
 回答しない 2   1          3 

総計 87 7 6 36 26 5 6 11 25 19 20 17 26 291 
 男性 28 4 1 17 7 2 3 6 12 5 7 8 11 111 
 女性 56 2 5 18 19 2 3 5 13 14 12 9 15 173 
 回答しない 3 1  1  1     1   7 
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 市の政策等に意見を表明する機会として、どのような手法があれば参加したいと

思いますか？（１つのみ） 

        

 【市全体】 

⚫ 最も回答が多かったのは、「アンケート調査への回答」であり、全体の約６割を占めており、

次いで「SNSやチャットなど、WEB上での意見交換」と答えた割合は全体の約２割を占めて

いる。 

⚫ 一方、「参加したくない」と答えた割合は、全体の約１割を占めている。 

 【北竜台】 

⚫ 北竜台は、市全体とほぼ同じ傾向であり、「アンケート調査への回答」と答えた割合が最も

多く、次いで「SNSやチャットなど、WEB上での意見交換」となっている。 

⚫ 「参加したくない」と答えた割合は、市全体より若干多く、全体の約１割を占めている。 

       

 
 龍ケ崎 

地区 
大宮 
地区 

長戸 
地区 

八原 
地区 

馴柴 
地区 

川原代 
地区 

北文間 
地区 

龍ケ崎西 
地区 

松葉 
地区 

長山 
地区 

馴馬台 
地区 

久保台 
地区 

城ノ内 
地区 

総 計 

対面による会議や
ワークショップで
の意見交換 

3    1    2  1 2 4 13 

 男性 1        2  1 1 3 8 
 女性 2    1       1 1 5 
オンラインによる
意見交換 

 1  1 2    1     5 

 男性  1  1 2    1     5 
SNSやチャットなど、
WEB上での意見交換 

11 2 1 11 5  2 2 7 1 3 2 6 53 

 男性 3 2  4 1   1 4 1 1  3 20 
 女性 7  1 7 4  2 1 3  1 2 3 31 
 回答しない 1          1   2 
アンケート調査へ
の回答 

63 3 4 20 15 5 4 7 9 14 14 11 13 182 

 男性 21 1 1 9 4 2 3 4 4 1 5 6 4 65 
 女性 41 1 3 10 11 2 1 3 5 13 8 5 9 112 
 回答しない 1 1  1  1     1   5 
参加したくない 10 1 1 4 2   2 5 3 2 2 3 35 
 男性 2   3    1 1 2  1 1 11 
 女性 7 1 1 1 2   1 4 1 2 1 2 23 
 回答しない 1             1 
その他 1        1 1    3 
 男性          1    1 
 女性 1        1     2 

総計 88 7 6 36 25 5 6 11 25 19 20 17 26 291 
 男性 27 4 1 17 7 2 3 6 12 5 7 8 11 110 
 女性 58 2 5 18 18 2 3 5 13 14 11 9 15 173 
 回答しない 3 1 0 1 0 1 0 0 0 0 2 0 0 8     
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 あなたのスポーツクライミング（ボルダリング）に対する認知度を教えてくださ

い。（１つのみ） 

    

 【市全体】 

⚫ 最も回答が多かったのは、「知っている（今後やってみたい）」であり、次いで「知っている

（今後もやってみたいと思わない）」であり、それぞれ全体の約３割を占めている。 

⚫ ボルダリングを経験しているのは、全体の約３割を占めている一方で、経験していないのは

全体の約７割を占めている。 

 【北竜台】 

⚫ 北竜台は、「知っている（今後もやってみたいと思わない）」と答えた割合が最も多く、全体

の約４割を占めている。 

⚫ 次いで「経験したことがある（経験場所：その他）」「知っている（今後やってみたい）」で

あり、それぞれ全体の約２割を占めている。 
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 龍ケ崎 

地区 
大宮 
地区 

長戸 
地区 

八原 
地区 

馴柴 
地区 

川原代 
地区 

北文間 
地区 

龍ケ崎西 
地区 

松葉 
地区 

長山 
地区 

馴馬台 
地区 

久保台 
地区 

城ノ内 
地区 

総 計 

経験したことがある 
（経験場所：ニューライ
フアリーナ） 

3 1 1 1 1    1 1 1  5 15 

 男性 2 1 1  1    1    2 8 
 女性 1   1      1 1  3 7 
経験したことがある 
（経験場所：フォレスト
アドベンチャー・龍ケ崎） 

     1   1     2 

 男性      1   1     2 
経験したことがある 
（経験場所：クライミン
グジム） 

1 1 1 2     2   1 3 11 

 男性  1  1     1   1 2 6 
 女性 1  1 1     1    1 5 
経験したことがある 
（経験場所：イベント等
設置の特設ウォール） 

3  1  3  1  1  1  2 12 

 男性       1  1     2 
 女性 3  1  3      1  2 10 
経験したことがある 
（経験場所：その他） 

13  1 6 2   1 9 3 5 1 1 42 

 男性 4   4     4 2 2  1 17 
 女性 9  1 2 2   1 5 1 3 1  25 
知っている（今後やって
みたい） 

32 3  16 8 2 4 5 3 2 5 6 9 95 

 男性 11 1  5 4 1 2 4 2  1 4 4 39 
 女性 21 1  11 4  2 1 1 2 2 2 5 52 
 回答しない  1    1     2   4 
知っている（今後もや

ってみたいと思わない） 
21 1 2 9 8 1  4 7 12 10 5 6 86 

 男性 3   5 1   1 2 3 4 1 2 22 
 女性 17 1 2 3 7 1  3 5 9 6 4 4 62 
 回答しない 1   1          2 
知らなかった（今後もや

ってみたいと思わない） 
11 1  2 3   1 1 1  4 1 25 

 男性 5 1  1    1    2  10 
 女性 4   1 3    1 1  2 1 13 
 回答しない 2             2 
知らなかった（今後やっ

てみたいと思う） 
6   1 1 1 1     1  11 

 男性 4   1 1         6 
 女性 2     1 1     1  5 

総計 90 7 6 37 26 5 6 11 25 19 22 18 27 299 
 男性 29 4 1 17 7 2 3 6 12 5 7 8 11 112 
 女性 58 2 5 19 19 2 3 5 13 14 13 10 16 179 
 回答しない 3 1 0 1 0 1 0 0 0 0 2 0 0 8 
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 スポーツクライミングに関連するどのようなイベントであれば参加したいと思い

ますか？【自由記述】 

    

 

・ 屋台が出ている色々なスポーツ体験のイベント(大宮地区、社会人、男性) 

・ 有名人のクライミングレクチャー(八原地区、大学 3年生、男性) 

・ オリンピアンによるクライミング見学(八原地区、大学 4 年生、女性) 

・ お笑いタレントが来てくれるのであれば参加しようかなとなる。(馴馬台地区、大学 3 年生、男性) 

・ 大会のゴミ拾いなどのボランティア活動(八原地区、その他、女性) 

・ オリンピック選手が龍ケ崎市にいらっしゃるので、その方が実演するイベントがあれば参加したい。(松葉地区、大学 4 年生、

男性) 

・ スポーツクライミング大会の観戦(八原地区、大学 4年生、女性) 

・ そもそもクライミングが関心が得られる可能性の低いイベントだと思う。中高世代が多いのにも関わらずフォレストアドベン

チャーなどの運動施設を作っても集客に繋がるのか分からない(龍ケ崎地区、社会人、女性) 

・ 運動苦手(長山地区、その他、男性) 

・ 体験教室(長山地区、大学 2 年生、男性) 

・ 友達も参加できる無料のイベント(北文間地区、大学 3 年生、女性) 

・ 大会観戦(城ノ内地区、大学 3 年生、男性) 

・ クライミング×音楽の掛け合わせイベント(城ノ内地区、大学 2 年生、女性) 

・ 月に数回のクライミングのイベントを開催することによってクライミングに興味のある人などが参加するのではないかと考え

た。(城ノ内地区、大学 3年生、男性) 

・ スポーツイベント開催(八原地区、短大・専門学校、男性) 

・ 暇だったらくらい(城ノ内地区、高校生、女性) 

・ 景品がある、など(龍ケ崎地区、高校生、男性) 

・ クライミング×アニメのイベントを開催する(大宮地区、短大・専門学校、女性) 

・ 無料参加イベント(馴柴地区、その他、女性) 

・ 人気なアーティストや芸能人がく？(龍ケ崎地区、社会人、女性) 

・ 気軽に始められるイベント(龍ケ崎地区、大学 2年生、女性) 

・ オリンピックのスポーツクライミングをパブリックビューイングイベント(北文間地区、大学 1 年生、男性) 

・ 不自由な人も簡単に参加できるものをやってほしい(龍ケ崎地区、社会人、男性) 

・ イベントと言うより、物価高のため難しいとは思いますが安い価格でいつでも利用できるタツノコプールみたいな感じが良い

と思います。(馴馬台地区、社会人、女性) 

・ 大会(八原地区、大学 1 年生、男性) 

・ クライミング×音楽の掛け合わせイベント(馴柴地区、大学 3 年生、女性) 

・ 野口さんが来るってなったら気になる(龍ケ崎地区、社会人、女性) 

・ 「クライミング×音楽の掛け合わせイベント」絶対いい。龍ヶ崎でやることになったら絶対参加したいレベルで楽しそう(大宮

地区、短大・専門学校、男性) 

・ クライミングを教わることができる初心者のための教室。(龍ケ崎西地区、短大・専門学校、男性) 

・ スポーツクライミングに関する知識を深めるイベント、選手に会えるイベント、スポーツクライミングに関するボランティアな

ど。(長山地区、大学 2 年生、女性) 

・ 個人的には名前を知っているだけで縁はないからどんなイベントと掛け合わせても参加したいとは思わない気がする。(長山地

区、大学 1 年生、女性) 

・ 大規模なクライミング大会の観戦(龍ケ崎地区、大学 2 年生、男性) 

・ イベントでいきなり子供に挑戦させるのは安全面と金銭面の観点から保護者にとって抵抗があります。さらに、一時的なイベン

トでその楽しさを学ぶことは難しいことに加え、長期的なモチベーションには繋がりにくく、イベントのみでスポーツクライミ

ングを盛り上げるのは非常に困難です。市でスポーツクライミングを推したいのであれば、市内の全小学校に簡易的でもウォー

ルを常時設置して「体育の時間に継続的にスポーツクライミングの時間を設ける」等、「確実的な認知度の向上」と「子供に長

期的に経験させること」を目指す必要があると考えます。そこにさらに高頻度でのイベントがあれば、市民全体のスポーツクラ

イミングに対する意識は向上するでしょう。まずは、子供と親世代への長期的なアプローチが必要です。(長戸地区、その他、

女性) 

・ 参加したくありません。そのようなイベントを開くのはいいかもしれないですけど、需要を考えてほしいです。マイナーなスポ

ーツのイベントをやっても人は集まらないので、もっと他のスポーツのイベントを開催してほしいです！！(龍ケ崎地区、その

他、男性) 

・ 元クライミング選手による市民の人向けの体験会や、イベント等を開催する(馴柴地区、社会人、男性) 

・ しない(龍ケ崎地区、大学 2 年生、男性) 

・ 特になし(八原地区、大学 3 年生、女性) 
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・ クライミング体験(馴馬台地区、大学 3 年生、女性) 

・ イベントなどは行わずに施設の無料化を求む(八原地区、大学 1 年生、男性) 

・ 野口さんなど本人と触れ合う機会があれば参加したい。(城ノ内地区、大学 3 年生、男性) 

・ アニメとのコラボ(松葉地区、短大・専門学校、男性) 

・ 全国で競う大会(長山地区、大学 2 年生、女性) 

・ ゲームと連動してクライミングが出来る(VRのような)イベント等があると面白そうだなと思いました。(龍ケ崎地区、大学 3年

生、女性) 

・ 特になし(八原地区、社会人、女性) 

・ 有名人が来る。有名人と写真が撮れる、サインが貰える(城ノ内地区、大学 2 年生、男性) 

・ 他の施設にボルダリング体験コーナーを作る、またはボルダリング施設を作る。それが友達と気軽に行けるような場所だと、感

情による作用がプラスに働いて体験したくなると思う。(久保台地区、大学 1 年生、男性) 

・ 特にない(馴馬台地区、大学 2 年生、女性) 

・ スポーツが好きではない(龍ケ崎地区、大学 1 年生、女性) 

・ クライミング教室(馴柴地区、大学 4 年生、男性) 

・ ボランティア参加は面白そう(龍ケ崎地区、短大・専門学校、女性) 

・ 特になし(龍ケ崎地区、大学 4 年生、女性) 

・ ない(久保台地区、大学 3年生、男性) 

・ 過去の栄光に縋りすぎだと思う。サッカー選手も有名な方はいます。(龍ケ崎地区、大学 2 年生、女性) 

・ 他のスポーツも取り入れる(龍ケ崎地区、短大・専門学校、男性) 

・ 特にない(龍ケ崎地区、大学 4 年生、女性) 

・ 興味ない人は絶対行かない。 

そこに費用かけるなら他に出すべきところがある。いっときの流行りに流されすぎ。(松葉地区、大学 1 年生、男性) 

・ 初心者向けの体験会(川原代地区、大学 4年生、男性) 

・ ボランティア(北文間地区、社会人、女性) 

・ 初心者でも安全に分かりやすくできるイベント(久保台地区、社会人、女性) 

・ 自由に使える様に公園などに設置する(龍ケ崎地区、社会人、女性) 

・ 体験会(城ノ内地区、大学 4 年生、男性) 

・ なぜ、このアンケートでボルダリング関係を聞くのであろうか。これさ住みやすいまちづくりのためのアンケートでは？と思

う。野口選手への気遣いなのか、市長の命令なのか。本当に住みやすいまちづくりを進めるためのアンケートなら聞くべきこと

は他にもたくさんあるはず。こういった見当違いのことで恥ずかしい市になってほしくない。安心してほしいのは→ボルダリン

グをやりたい奴はやりたい奴で調べて龍ケ崎市に来るから大丈夫だ。(八原地区、短大・専門学校、女性) 

・ メダリストの野口さんが市内出身・在住者ということが理由なだけで数あるスポーツ種目の中でクライミングだけに特化して

いることには少し違和感があります。(八原地区、大学 3 年生、男性) 

・ 簡単に気軽に参加できる初心者向けのイベント(龍ケ崎地区、大学 4 年生、男性) 

・ 面白そう(龍ケ崎地区、社会人、女性) 

・ ボランティア(龍ケ崎地区、大学 1 年生、女性) 

・ 野口啓代さんなどプロ選手だった人などを呼び一緒にスポーツクライミングをやってみたい(長戸地区、その他、男性) 

・ フリーマーケット×クライミング(馴柴地区、大学 2年生、男性) 

・ 世代ごとの大会(城ノ内地区、その他、男性) 

・ クライミング×演劇(八原地区、大学 2 年生、男性) 

・ ワークショップの開催によって経験できる場の開催。(久保台地区、大学 3年生、女性) 

・ 龍ケ崎市には大会を開けるアリーナと言うのがあるのにも関わらず自分たちの売り方が下手だと感じている。新しいものを取

り入れていくべき(八原地区、社会人、男性) 

・ スポーツクライミングの世界大会(北文間地区、大学 3 年生、男性) 

・ 大会観戦(松葉地区、大学 4 年生、男性) 

・ DJ がいる(長戸地区、大学 4 年生、女性) 

・ 例のやつは全て面白そうで、参加したいと思えます。龍ヶ崎から有名な選手が出ているのでもっとそれを広めたり、クライミン

グだけのスポーツクラブなどをもっと作ったらいいと思います。(川原代地区、大学 2 年生、男性) 

・ 全国規模の大会(八原地区、大学 1 年生、女性) 

・ スポーツクライミングで何かに参加したいと思わない。有名な野球選手がいるからといって野球をベースに町おこしをして有

名なまちを知らないということはそういうことではないのだろうか。そもそもスポーツクライミングが定住に繋がるとは考え

られない。アンケートを分けるべきだと考える。全体的に私たちへ投げかける質問が深く考えられていないと感じるし、Google

フォームの使い方も上手くない。アンケートの基本として最後にその他の自由記述欄をつけるべき。このアンケートを見てわた

しは龍ケ崎の将来についてかなり不安になった。(松葉地区、大学 1 年生、女性) 

・ フェス(馴馬台地区、大学 1 年生、女性) 

・ スケボーのほうがいい(馴馬台地区、大学 1 年生、女性) 

・ ワークショップやフリーマーケットの掛け合わせイベント。(龍ケ崎地区、社会人、女性) 

・ 無料で体験できる(龍ケ崎地区、大学 3 年生、女性) 

・ 特にはありません。(長山地区、社会人、男性) 
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・ とくにない(八原地区、その他、男性) 

・ 有名なアーティストとのライブのコラボ(久保台地区、大学 4 年生、女性) 

・ 体験会のような未経験の方でも参加しやすいイベント。(龍ケ崎地区、社会人、男性) 

・ なし(龍ケ崎地区、大学 2年生、女性) 

・ 大会の会場に選ばれる(馴馬台地区、短大・専門学校、男性) 

・ イベントスタッフ(参加者には無償で体験可能にするなどちょっとした特典付き)(龍ケ崎地区、大学 4 年生、女性) 

・ クライミング×音楽の掛け合わせイベント(龍ケ崎地区、その他、男性) 

・ 世界大会ができるレベルの施設をしっかり作るべき。折角お金をかけるのなら、中途半端な施設よりもちゃんとした施設を作る

べきである。(馴馬台地区、大学 4 年生、男性) 

・ タツノコモールなどに施設があれば使用してみたい(龍ケ崎地区、大学 3 年生、女性) 

・ 大会の観戦(馴柴地区、短大・専門学校、男性) 

・ 思わない(馴馬台地区、大学 1 年生、男性) 

 

 

 

 

  



３ 調査結果（クロス集計） 
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３ 調査結果（クロス集計） 

 

（１）居住年数×性別 

       

 龍ケ崎市にお住まいの年数を教えてください。（１つのみ） 

 あなたの性別を選んでください。（１つのみ） 

                 

 【市全体】 

⚫ 「龍ケ崎市に住んでいる年数」について、最も回答が多かったのは「生まれたときから龍ケ

崎市に住んでいる」であり、男性は全体の約５割、女性は全体の約６割であった。 

⚫ 男性、女性ともに、「生まれたときから龍ケ崎市に住んでいる」「10年以上 20年未満」が全

体の約９割を占めている。 

 

 

 

※市全体319人の内訳：男性 115人、女性 195人、回答しない9人  



３ 調査結果（クロス集計） 
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 【北竜台】 

⚫ 男性で「生まれたときから龍ケ崎市に住んでいる」「10 年以上 20 年未満」と答えた割合は

同数であり、どちらも全体の約４割であった。 

⚫ 女性で「生まれたときから龍ケ崎市に住んでいる」と答えた割合は全体の約５割であり、「10

年以上 20年未満」と答えた割合は全体の約４割であった。 

⚫ 市全体と比較すると、「生まれたときから龍ケ崎市に住んでいる」と答えた割合は少なく、

「10年以上 20年未満」と答えた割合は多かった。 

 

 

 

 

※北竜台88人の内訳：男性34人、女性52人、回答しない2人 

 

  



３ 調査結果（クロス集計） 
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 【北竜台以外の９地区】 

⚫ 北竜台以外の９地区（龍ケ崎、大宮、長戸、八原、馴柴、川原代、北文間、龍ケ崎西、城ノ内）

では、男性は「生まれたときから龍ケ崎市に住んでいる」と答えた割合は全体の約５割であ

り、北竜台より高い結果であった。 

⚫ 女性は「生まれたときから龍ケ崎市に住んでいる」と答えた割合は、全体の約６割であるた

め、北竜台よりも高い結果であった。 

⚫ 男性、女性とも「生まれたときから龍ケ崎市に住んでいる」と答えた割合は、北竜台よりも

高い結果であった。 

 

 

 

 

※北竜台以外の９地区 231人の内訳：男性81人、女性 143人、回答しない7人 

  



３ 調査結果（クロス集計） 
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 【松葉・長山地区】 

⚫ 松葉・長山地区で「10 年以上 20 年未満」と答えた割合は全体の約５割であり、「生まれた

ときから龍ケ崎市に住んでいる」と回答した割合は全体の約４割であった。 

⚫ 男性で「生まれたときから龍ケ崎市に住んでいる」「10 年以上 20 年未満」と答えた割合は

どちらも全体の約４割であるため、北竜台全体と同程度の結果であった。 

⚫ 女性で「10年以上 20年未満」と答えた割合は全体の約５割であるため、北竜台全体よりも

高い結果であり、「生まれたときから龍ケ崎市に住んでいる」と答えた割合は全体の約４割

であるため、北竜台全体よりも低い結果であった。 

 

 

 

 

※松葉・長山地区46人の内訳：男性 18人、女性28人、回答しない0人 

  



３ 調査結果（クロス集計） 
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 【馴馬台・久保台地区】 

⚫ 馴馬台・久保台地区で「生まれたときから龍ケ崎市に住んでいる」と答えた割合は全体の約

５割であり、「10年以上 20年未満」と回答した割合は全体の約４割であった。 

⚫ 男性で「生まれたときから龍ケ崎市に住んでいる」「10 年以上 20 年未満」と答えた割合は

どちらも全体の約４割であるため、北竜台全体と同程度の結果であった。 

⚫ 女性で「生まれたときから龍ケ崎市に住んでいる」と答えた割合は全体の約６割であるため、

北竜台全体よりも高いく、「10年以上 20年未満」と答えた割合は全体の約３割であるため、

北竜台全体より低い結果であった。 

 

 

 

 

※馴馬台・久保台地区42人の内訳：男性 16人、女性24人、回答しない2人 

 

  



３ 調査結果（クロス集計） 
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（２）住みやすさ×性別 

    

 龍ケ崎市は住みやすいですか？（１つのみ） 

 あなたの性別を選んでください。（１つのみ） 

        

 【市全体】 

⚫ 「龍ケ崎市の住みやすさ」について、男性、女性ともほぼ同じ結果であった。 

⚫ 男性、女性ともに、最も回答が多かったのは、「住みやすい」が全体の約６割を占めており、

次いで「どちらともいえない」「住みにくい」となっている。 

 

 

 

※市全体319人の内訳：男性 115人、女性 195人、回答しない9人 

  



３ 調査結果（クロス集計） 
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 【北竜台】 

⚫ 男性で「住みやすい」と答えた割合は全体の約７割であるのに対し、女性は全体の約６割で

あった。 

⚫ 男性は「どちらともいえない」と答えた割合が全体の約１割であるのに対し、女性は全体の

約３割であった。 

⚫ 市全体と比較すると、「住みやすい」と答えた割合は多く、「住みにくい」と答えた割合は同

程度であり、「どちらともいえない」と答えた割合は若干少なかった。 

 

 

 

※北竜台88人の内訳：男性34人、女性52人、回答しない2人 

  



３ 調査結果（クロス集計） 
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 【北竜台以外の９地区】 

⚫ 北竜台以外の９地区の男性は「住みやすい」と答えた割合は全体の約６割であるため、北竜

台全体の男性より低い結果であった。 

⚫ 女性は「住みやすい」と答えた割合は、全体の約６割であるため、北竜台全体の女性とほぼ

同程度の結果であった。 

⚫ 男性で「住みやすい」と答えた割合は、北竜台よりも低い結果であり、女性で「住みやすい」

と答えた割合は、北竜台より低い結果であった。 

 

 

 

※北竜台以外の９地区 231人の内訳：男性81人、女性 143人、回答しない7人 

  



３ 調査結果（クロス集計） 
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 【松葉・長山地区】 

⚫ 松葉・長山地区で「住みやすい」と回答した割合は全体の約７割であり、「住みにくい」と

回答した割合は全体の約１割であった。 

⚫ 男性で「住みやすい」と答えた割合は全体の約７割であるため、北竜台全体とほぼ同程度だ

が、「住みにくい」と答えた割合は全体の約２割であるため、北竜台全体よりも高い結果で

あった。 

⚫ 女性で「住みやすい」と答えた割合は全体の約６割であるため、北竜台全体より若干高い結

果であった。 

 

 

 

 

※松葉・長山地区46人の内訳：男性 18人、女性28人、回答しない0人 

 

 

  



３ 調査結果（クロス集計） 
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 【馴馬台・久保台地区】 

⚫ 馴馬台・久保台地区で「住みやすい」と答えた割合は全体の約６割であり、北竜台全体と同

程度でであった。 

⚫ 男性で「住みやすい」と答えた割合は全体の約８割であるため、北竜台全体よりも高い結果

であった。 

⚫ 女性で「住みやすい」と答えた割合は全体の約５割であるため、北竜台全体よりも若干低い

結果であった。 

 

 

 

 

※馴馬台・久保台地区42人の内訳：男性 16人、女性24人、回答しない2人 

 

 

 

  



３ 調査結果（クロス集計） 
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（３）定住意向×性別 

    

 今後も龍ケ崎市に住み続けたいですか？（１つのみ） 

 あなたの性別を選んでください。（１つのみ） 

                   

 【市全体】 

⚫ 「今後も龍ケ崎市に住み続けたいか」について、男性、女性とも最も多かったのは「わから

ない」との回答であった。 

⚫ 男性、女性で「住み続けたい」「住み続けたくない」を比較すると、男性は「住み続けたい」

が多かったのに対し、女性は「住み続けたい」「住み続けたくない」がほぼ同程度の割合で

あった。 

 

 

 

 

※市全体319人の内訳：男性 115人、女性 195人、回答しない9人 

  



３ 調査結果（クロス集計） 
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 【北竜台】 

⚫ 男性、女性とも「住み続けたい」と答えた割合は全体の約３割であり、「住み続けたくない」

と答えた割合も全体の約３割であるため、北竜台全体と同じ傾向であった。 

⚫ 市全体と比較すると、「住み続けたい」と答えた割合は同程度であったが、「住み続けたくな

い」と答えた割合は多い結果であった。 

 

 

 

※北竜台88人の内訳：男性34人、女性52人、回答しない2人 

  



３ 調査結果（クロス集計） 
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 【北竜台以外の９地区】 

⚫ 北竜台以外の９地区の男性で「住み続けたい」と答えた割合は全体の約３割であるため、北

竜台全体の男性と同程度の結果であった。 

⚫ 女性で「住み続けたい」と答えた割合は、全体の約２割であるため、北竜台全体の女性より

も低い結果であった。 

⚫ 男性、女性とも「一度は市外で暮らしたいが、結婚、子育てを機に戻りたい」と答えた割合

は、北竜台全体よりも高い結果であった。 

 

 

 

 

※北竜台以外の９地区 231人の内訳：男性81人、女性 143人、回答しない7人 

 

 

  



３ 調査結果（クロス集計） 
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 【松葉・長山地区】 

⚫ 松葉・長山地区で「住み続けたい」「住み続けたくない」と回答した割合はどちらも全体の

約３割であった。 

⚫ 男性で「住み続けたい」と答えた割合は全体の約２割であり、「住み続けたくない」と答え

た割合も全体の約２割であるため、どちらも北竜台全体より低い結果であった。 

⚫ 女性で「住み続けたい」と答えた割合は全体の約４割であるため、北竜台全体より高い結果

であり、「住み続けたくない」は全体の約３割であるため、北竜台全体とほぼ同程度であっ

た。 

 

 

 

 

※松葉・長山地区46人の内訳：男性 18人、女性28人、回答しない0人 

  



３ 調査結果（クロス集計） 
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 【馴馬台・久保台地区】 

⚫ 馴馬台・久保台地区で「住み続けたい」「住み続けたくない」と答えた割合は、どちらも全

体の約３割であり、北竜台全体と同程度でであった。 

⚫ 男性で「住み続けたい」と答えた割合は全体の約４割であり、「住み続けたくない」は全体

の約３割であるため、どちらも北竜台全体の男性よりも高い結果であった。 

⚫ 女性で「住み続けたい」と答えた割合と「住み続けたくない」と答えた割合は、どちらも全

体の約３割であり、北竜台全体と同程度の結果であった。 

 

 

 

 

※馴馬台・久保台地区42人の内訳：男性 16人、女性24人、回答しない2人 

 

 

  



３ 調査結果（クロス集計） 
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（４）住みやすさ×定住意向×性別 

    

 龍ケ崎市は住みやすいですか？（１つのみ） 

 今後も龍ケ崎市に住み続けたいですか？（１つのみ） 

 あなたの性別を選んでください。（１つのみ） 

                   

【市全体(住みやすい)】 

⚫ 市全体で「住みやすい」と答えた中で、「住み続けたい」と答えた割合は全体の約４割であ

った。 

⚫ 「住みやすいと」答えた中で、男性が「住み続けたい」と答えた割合は全体の約４割である

のに対し、女性は全体の約３割であった。 

   

      

 

 

※市全体 188人の内訳：男性72人、女性 115人、回答しない 1人 

  



３ 調査結果（クロス集計） 
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【市全体(住みにくい)】 

⚫ 市全体で「住みにくい」と答えた中で、「住み続けたい」と答えた割合は全体の１割にも満

たない状況であり、「住み続けたくない」と答えた割合は全体の約７割であった。 

⚫ 「住みにくい」答えた中で、男性、女性とも「住み続けたくない」と答えた割合は全体の約

７割であった。 

   

      

 

 

※市全体38人の内訳：男性 16人、女性20人、回答しない2人 

 

  



３ 調査結果（クロス集計） 
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 【北竜台(住みやすい)】 

⚫ 北竜台で「住みやすい」と答えた中で、男性が「住み続けたい」と答えた割合は全体の約４

割であるのに対し、女性は全体の約５割であった。 

⚫ 「一度は市外で暮らしたいが、結婚、子育てを機に戻りたい」と答えた割合は、男性、女性

とも全体の約１割程度であった。 

     

      

 

 

※北竜台56人の内訳：男性25人、女性31人、回答しない0人 

 

  



３ 調査結果（クロス集計） 
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 【北竜台以外の９地区(住みやすい)】 

⚫ 北竜台以外の９地区では、「住みやすいと」答えた中で、男性が「住み続けたい」と答えた

割合は全体の約４割であるのに対し、女性は全体の約３割であった。 

⚫ 「一度は市外で暮らしたいが、結婚、子育てを機に戻りたい」と答えた割合は、男性、女性

とも全体の約２割程度であり、北竜台よりも高い結果であった。 

    

      

 

 

※北竜台以外の９地区 132人の内訳：男性47人、女性84人、回答しない 1人 

 

 

  



３ 調査結果（クロス集計） 
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 【松葉・長山地区(住みやすい)】 

⚫ 松葉・長山地区の男性で「住みやすいと」答えた中で、男性が「住み続けたい」と答えた割

合は全体の約２割であるのに対し、女性は全体の約５割であった。 

⚫ 「一度は市外で暮らしたいが、結婚、子育てを機に戻りたい」と答えた割合は、男性、女性

とも全体の約１割程度であった。 

     

      

 

 

※松葉・長山地区31人の内訳：男性 13人、女性 18人、回答しない0人 

 

  



３ 調査結果（クロス集計） 
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 【馴馬台・久保台地区(住みやすい)】 

⚫ 馴馬台・久保台地区の男性で「住みやすいと」答えた中で、男性が「住み続けたい」と答え

た割合は全体の約６割であるのに対し、女性は全体の約４割であった。 

⚫ 「一度は市外で暮らしたいが、結婚、子育てを機に戻りたい」と答えた割合は、男性は全体

の約１割程度であるのに対し、女性は全体の約２割程度であった。 

      

      

 

 

※馴馬台・久保台地区25人の内訳：男性 13人、女性 18人、回答しない2人 

 

 

  



３ 調査結果（クロス集計） 

 

81 

（５）自由意見×定住意向×性別 

      

 どうすれば、市内で若者・子育て世代や学生が楽しめ、将来住みたいと思えます

か？（環境等）【自由記述】 

 今後も龍ケ崎市に住み続けたいですか？（１つのみ） 

 あなたの性別を選んでください。（１つのみ） 

        

【Ｑ１で「男性」かつＱ13 で「住み続けたい」と回答した方の自由意見（要約）】 

 【市全体】 

⚫ 子育て支援の認知度向上 

   龍ケ崎市の子育て支援が手厚いことを広く認知させる必要があるのでは？ 

⚫ 交通アクセスと移動手段 

   近隣の店舗へのアクセスが徒歩や自転車では難しいため、車の利用が必須であり、特に免許を持たない子ども

にとっては不便 

⚫ 若者向け施設の必要性 

   若者が楽しめる施設が少ない、遊べる場が不足している 

⚫ 育児支援と環境整備 

   育児休暇の充実や子どもが遊べる施設の増設のほか、子育てを支援する環境の整備 

⚫ 交通整備と地域活性化 

   交通の便の改善及び駅前の活性化を図るなど、住みやすい環境の整備 

  

 【北竜台】 

⚫ 子育て支援の認知度向上 

   子育て支援が手厚いことをもっと認知させるべき 

⚫ 若い世代の住民増加 

   若い世代の住民を増やす 

⚫ 幼稚園・保育園の環境整備 

   幼稚園・保育園に入りやすい環境を作る 

⚫ 買い物環境の充実 

   買い物出来るお店が多い 

⚫ 交通整備の重要性 

   交通整備、子どもと親を両方守るようにする 

 

【Ｑ１で「女性」かつＱ13 で「住み続けたい」と回答した方の自由意見（要約）】 

 【市全体】 

⚫ 歩道整備と商業施設の誘致 

   たつのこやま周辺に商業施設が集中しているため、開放的で明るい歩道を整備するなど、歩行者目線でのアク

セスの改善 

⚫ 自然環境とまちづくり 

   公共施設の整備・充実だけでなく、自然環境を活用したメリハリのあるまちづくり 

⚫ 財政的支援と子育て支援 

   学費の無償化や子育て支援の充実など、財政的な支援 

⚫ 交通アクセスの改善 

   駅周辺の活性化や公共交通機関の充実 

⚫ 地域コミュニティの活性化 

   住民同士の協力やイベントの増加、特に若者や子育て世代が参加しやすいイベントの開催 
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 【北竜台】 

⚫ 歩道整備の必要性 

   市民が歩きたいと思うような開放的で明るい歩道整備(街路樹の定期的な剪定、草花、街灯) 

⚫ 大型店舗の誘致 

   中根台ニュータウン or松葉への大型店舗の誘致 

⚫ 防災対策の強化 

   災害時への対策がしっかりと立てられていて防災訓練なども市民が参加しやすくする 

⚫ 商業・娯楽施設の充実 

   買い物や遊ぶことのできる商業施設、娯楽施設を増やす 

⚫ 交通アクセスの改善 

   常磐線を取手停まりじゃなくもう少し先に進めて欲しい、交通の利便性 

 

【Ｑ１で「男性」かつＱ13 で「一度は市外で暮らしたいが、結婚、子育てを機に戻りたい」と回答した

方の自由意見（要約）】 

 【市全体】 

⚫ 商業施設の充実 

   親子が楽しめる商業施設の整備・充実 

⚫ 教育機関の整備 

   市内に学力が中間の偏差値の高校を設置し、小中高の教育が地域完結できるのでは？ 

⚫ 交通の利便性向上 

   バスや電車の利便性を高めるとともに、駅周辺に商業施設の整備や活性化 

⚫ 自然環境の整備 

   公園や自然を楽しめる環境を整え、商業施設と共に日常生活の充実 

⚫ 地域イベントの開催 

   地域を活性化するために、他県を巻き込む大規模なイベントの開催 

  

 【北竜台】 

 （自由意見が少ないため、要約した事由意見は省略） 

 

【Ｑ１で「女性」かつＱ13 で「一度は市外で暮らしたいが、結婚、子育てを機に戻りたい」と回答した

方の自由意見（要約）】 

 【市全体】 

⚫ 子育て支援の充実 

   子育て支援制度の充実のほか、地域の理解・協力 

⚫ 交通の利便性 

   駅までの距離がネックであり、公共交通の充実 

⚫ 商業施設の充実 

   魅力的な大型商業施設の整備・充実 

⚫ 経済的サポートの充実 

   子どもの人数に応じた経済的サポート 

⚫ 地域の発展 

   ショッピングモールや運動施設の設置など、駅周辺の発展 

  

 【北竜台】 

 （自由意見が少ないため、要約した事由意見は省略） 
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【Ｑ１で「男性」かつＱ13 で「住み続けたくない」と回答した方の自由意見（要約）】 

 【市全体】 

⚫ 駅前の改善 

   龍ケ崎市駅前の利便性の向上（公園や大型商業施設の充実、交通機関の整備） 

⚫ 娯楽施設の充実 

   遊べる施設や大型ショッピングモールが不足しているため、娯楽施設の充実 

⚫ 治安の改善 

   夜間の騒音や治安の改善 

⚫ 交通アクセスの向上 

   東京圏へのアクセスの増加・改善のほか、駅までのアクセスの改善 

⚫ 商業施設の必要性 

   現在の商業施設は必要な商品がないため、イオンなどの大型商業施設の誘致 

  

 【北竜台】 

⚫ デリバリーサービスの増加 

   デリバリーサービスの増加が便利であるが、龍ケ崎市には遊べる施設や大型ショッピングモールが少ない 

⚫ 治安の問題 

   一定数の「ヤンキー」が存在し、夜間の騒音が問題である 

⚫ 合併の提案 

   他の市や町との合併を検討することが有益である 

⚫ 自然や買い物の充実 

   徒歩圏内に公園などの自然を充実させ、衣食住の買い物環境の改善や、宅配サービスの充実 

⚫ 東京圏へのアクセス 

   東京に働き先や学校がある人が多く、交通アクセスや店舗不足に対する不満が存在するため、複合施設の設置

やインフラの整備 

 

【Ｑ１で「女性」かつＱ13 で「住み続けたくない」と回答した方の自由意見（要約）】 

 【市全体】 

⚫ 交通の改善 

   JR 駅から住宅地へのアクセスの向上と、バスの本数の増加、交通費の軽減 

⚫ 安全で快適な環境の整備 

   歩道の雑草を取り除き、街灯を増設することで安全な町の実現や、交通事故の防止 

⚫ 子育て支援の充実 

   保育施設や遊具の増設、子育て世代への経済的支援を強化し、子どもが遊べる場所を増やす 

⚫ 地域コミュニティの活性化 

   若者や子育て世代が参加しやすいコミュニティを形成し、地域の人々との関わりを増やす 

⚫ 商業施設の充実 

   ショッピングモールや飲食店の増設、医療機関の充実など、地域の魅力を高める 

  

 【北竜台】 

⚫ 交通利便性の向上 

   JR 駅から住宅地へのアクセスを改善するために、バスの本数を増やし、駅近くの活性化を図る 

⚫ 子育て支援の強化 

   学生や子育て世代を支援するサービスを展開し、学費や入園料に対する市からの援助 

⚫ 公共施設の充実 

   自由に利用できる公共施設や大きな図書館の設置 

⚫ 安全な通勤・通学環境の整備 

   街灯の設置や安全な通行路の確保 

⚫ 経済的支援と地域活性化 

   龍ケ崎市を拠点に、都内へ通勤・通学しやすい環境の整備  
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【Ｑ１で「男性」かつＱ13 で「わからない」と回答した方の自由意見（要約）】 

 【市全体】 

⚫ 若者の流入促進の必要性 

  龍ケ崎市は若者に魅力的でないと思われているため、若者視点での政策 

⚫ 学生向け施設の不足 

  龍ケ崎市には大学や高校があるにもかかわらず、学生向けの施設が不足しているため、若者が楽しめる商業施

設の充実 

⚫ 交通とアクセスの改善 

  車がないと不便なため、公共交通機関の充実 

⚫ 遊び場や娯楽施設の充実 

  公園や娯楽施設を増やすことで、若者や子育て世代が訪れる機会を増やす 

⚫ 治安と地域の魅力向上 

  治安の向上や魅力的な就職先の増加のほか、地域全体の生活環境の向上 

  

 【北竜台】 

 （自由意見が少ないため、要約した事由意見は省略） 

 

【Ｑ１で「女性」かつＱ13 で「わからない」と回答した方の自由意見（要約）】 

 【市全体】 

⚫ 交通の不便さ 

  公共交通機関の利便性の向上 

⚫ 子育て世代向けの施設の不足 

  子連れが楽しめるスポットがないため、子育て世代向けの施設や遊び場の不足 

⚫ 商業施設の充実 

  駅の周りにファミレスやコンビニの設置など、商業施設の整備 

⚫ 安全性の向上 

  防犯対策や街の安全性の向上 

⚫ 地域の発展と魅力向上 

  地域全体の発展や住みやすい環境の整備が求められている 

  

 【北竜台】 

 （自由意見が少ないため、要約した事由意見は省略） 
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（１）アンケート調査票 

 

 

 

大学生世代の定住に関する意識調査 ※ → 必須項目　 SA →　1個選択　　MA →　複数選択　　FA → 記述

本調査

■基本情報

Q1 性別 SA ※

あなたの性別を選んでください。

1 男

2 女

3 回答しない

Q2 世帯構成 SA ※

あなたの世帯構成を教えてください。

1 1人(単身)

2 家族・親世帯

3 知人

4 その他

■居住地選択について

Q3 現在の居住地 SA ※

現在の居住地区(旧小学校区)を教えてください。

1 龍ケ崎地区

2 馴柴地区

3 八原地区

4 長戸地区

5 北文間地区

6 川原代地区

7 大宮地区

8 龍ケ崎西地区

9 松葉地区

10 長山地区

11 馴馬台地区

12 久保台地区

13 城ノ内地区

Q4 現在の居住形態 SA ※

現在の居住形態を教えてください。

1 戸建て住宅(持ち家、家族所有)

2 戸建て住宅(賃貸)

3 アパート、マンション(持ち家、家族所有)

4 アパート、マンション(賃貸)

5 社宅、寮、シェアハウス

6 その他：自由記述

Q5 居住年数 SA ※

龍ケ崎市にお住まいの年数を教えてください。

1 生まれたときから龍ケ崎市に住んでいる

2 １年未満

3 １年以上３年未満

4 ３年以上５年未満

5 ５年以上10年未満

6 10年以上20年未満

7 その他
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Q6 ライフステージ SA ※

あなたのライフステージを教えてください。

1 高校生　→　Q10へ

2 短大・専門学校　→　Q7-1

3 大学1年生　→　Q7-1

4 大学2年生　→　Q7-1

5 大学3年生　→　Q7-1

6 大学4年生　→　Q7-1

7 社会人　→　Q7-2へ

8 経営者・個人事業主　→　Q7-2へ

9 その他：自由記述

Q7-1 現在の在学地 SA ※

通学先はどこですか？

1 龍ケ崎市

2 茨城県内

3 千葉県

4 埼玉県

5 神奈川県

6 都内（東京23区）

7 都内（東京23区外）

8 その他県外

Q7-2 現在の通勤地 SA ※

通勤先はどこですか？

1 龍ケ崎市

2 茨城県内

3 千葉県

4 埼玉県

5 神奈川県

6 都内（東京23区）

7 都内（東京23区外）

8 その他県外

Q8 奨学金について SA ※

奨学金を受けていますか？

1 受けている

2 受けていない　→　Q10へ

Q9 奨学金の金額 SA ※

1か月の奨学金の金額はどのくらいですか？

1 3万円未満

2 3～5万円未満

3 5～8万円未満

4 8～10万円未満

5 10万円以上

Q10 将来の職業 SA ※

将来どのような職業に就職したいですか？

1 農林水産業関係

2 鉱業関係

3 製造業(工業)関係

4 建設業関係(設計、建築、土木関係)

5 コンピューター、情報・通信関係

6 商店、飲食店関係

7 金融、保険関係

8 理容、美容関係

9 文化・芸術関係(作家・歌手など)

10 マスコミ関係(新聞、テレビなど)

11 交通・運輸関係

12 観光関係(レジャー、旅行会社など)

13 公務員

14 教員、保育士

15 医療、看護系

16 福祉関係

17 スポーツ関係

18 わからない

19 その他：自由記述
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Q11 就職先の選択 SA ※

就職先を選ぶ際の優先度を教えてください。

1 職種・仕事の内容

2 給与の金額

3 勤務地

4 休暇の取得率

5 勤務時間が自由(フレックスなど)

6 福利厚生が充実している

7 在宅ワークができる

8 その他：自由記述

Q12 龍ケ崎市の住みやすさ SA ※

龍ケ崎市は住みやすいですか？

1 住みやすい

2 住みにくい

3 どちらともいえない

4 わからない

5 その他：自由記述

Q13 龍ケ崎市への居住 SA ※

今後も龍ケ崎市に住み続けたいですか？

1 住み続けたい　→　Q14-1へ

2 住み続けたくない　→　Q14-2へ

3 一度は市外で暮らしたいが、結婚、子育てを機に戻りたい　→　Q14-1へ

4 わからない　→　Q17へ

5 その他：自由記述　→　Q17へ

Q14-1居住地選択理由1 MA ※上限なし

龍ケ崎に住みたいと思った理由は何ですか？　→　Q17へ

1 龍ケ崎市で生まれ育ったため

2 家族・知人が近隣に住んでいるため

3 通勤・通学（特に電車通勤）に便利なため

4 土地や住宅の価格が安いため

5 自然が豊かなため

6 買い物など日常生活が便利なため

7 公的サービスが充実しているため

8 子育て環境が充実しているため

9 龍ケ崎市に愛着があるため

10 市内に就職が決まっているため

11 市外（龍ケ崎市近隣）に就職が決まっているため

12 都内に就職したい（決まっている）ため

13 その他：自由記述

Q14-2将来の居住地2-2 MA ※3つまで

どこに住みたいですか？

1 牛久市

2 取手市

3 つくば市

4 土浦市

5 その他茨城県内

6 我孫子市

7 柏市

8 松戸市

9 都内（東京23区）

10 都内（東京23区外）

11 都内を除く首都圏（神奈川県、埼玉県等）

12 その他県外

13 わからない
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Q15 居住選択理由2 MA ※上限なし

なぜ前問の地域に住みたいと思いましたか？

1 都内（東京23区）または都内を除く首都圏(神奈川県、埼玉県等)へ就職したい（決まっている）ため　→　Q16

2 都内（東京23区外）または都内を除く首都圏(神奈川県、埼玉県等)へ就職したい（決まっている）ため　→　Q16

3 選んだ地域の近隣に就職したい（決まっている）ため　→　Ｑ17

4 通勤・通学に便利なため　→　Ｑ17

5 土地や住宅の価格が安いため　→　Q17

6 自然が豊かなため　→　Q17

7 買い物など日常生活が便利なため　→　Q17

8 公的サービスが充実しているため　→　Q17

9 子育て環境が充実しているため　→　Q17

10 龍ケ崎から出たい　→　Q17

11 その他：自由記述　→　Q17

Q16 居住選択理由2-2 MA ※上限なし

就職後、都内(東京23区)、都内(東京23区外)、都内を除く首都圏(神奈川県、埼玉県等)に住みたいと答えた方に伺います。

龍ケ崎市より生活費が高い都会に住みたいのはなぜですか？

1 給与が高いため

1 やりたい仕事が龍ケ崎市近郊にないため

2 自分のスキルを活かしたいから

3 近くに娯楽施設が多いため

4 買い物など日常生活が便利なため

5 公的サービスが充実しているため

6 教育が充実しているため

7 龍ケ崎に比べ、干渉されないため

8 いろいろな人が都会に集まってくるため

9 車を使わず生活できるため

10 その他：自由記述

■ライフプランについて

Q17 将来の結婚について SA ※

将来、結婚したいと考えていますか？

1 考えている　→Q18-1へ

2 少し（漠然と）考えている　→Q18-1へ

3 あまり考えていない　→Q18-2へ

4 考えていない　→Q18-2へ

5 全く実感がわかない・わからない　→Q18-3へ

6 既に結婚している　→Q19

Q18-1結婚年代について SA ※

いつ頃の年代で結婚したいですか？

1 20代前半

2 20代後半

3 30代前半

4 30代後半

5 40代以降

6 時期は不明だが、自身に見合う相手が見つかったころ

7 時期について全く考えたことはない

Q18-2結婚年代について2 MA ※上限なし

結婚を考えていない理由を教えてください。

1 独身の方が自由だから

2 結婚しない人も多くいるから

3 家事・育児が大変そうだから

4 親を見ていると結婚する気にならないから

5 親といる方が楽だから

6 わからない

7 その他：自由記述

Q18-3結婚について、実感がわかない理由 MA ※上限なし

結婚への実感がわいていない・わからない理由を教えてください。

1 年齢的に想像できない

2 自分のキャリアや将来が最優先

3 経済的に独立していないため考えたこともなかった

4 結婚に関して興味を持ったことがなかった

5 その他：自由記述
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Q19 子どもについて SA ※

将来子どもが欲しい・育てたいと思っていますか？

1 ３人以上欲しい・育てたいと思っている　→　Q20-1へ

2 ２人欲しい・育てたいと思っている（３人目以降は迷う）　→　Q20-2へ

3 ２人欲しい・育てたいと思っている（３人目以降は欲しい・育てたいと思わない）　→　Q20-2へ

4 １人欲しい・育てたいと思っている（２人目は迷うが３人目以降は欲しい・育てたいと思わない）　→　Ｑ20-2へ

5 １人欲しい・育てたいと思っている（２人目以降は欲しい・育てたいと思わない）　→　Ｑ20-2へ

6 結婚はしても子どもを欲しい・育てたいと思わない　→　Ｑ20-3へ

7 まったく実感がわかない　→　Ｑ20-4へ

Q20-13人以上欲しい・育てたい理由 MA ※上限なし

３人以上欲しい・育てたいと思える理由を教えてください。　→全員回答　Q21へ

1 経済的安定：自分が子どもを欲しい・育てようと思うころには、収入面での不安がないと考えるから

2 環境：自分が子どもを欲しい・育てたいと思うころには、育児に対する意識や世の中の考え方（福利厚生等）が変わり、子育て環境が良くなると考えるから

3 環境：地域の人や友人、親戚で３人以上育てている人が多く、何となく３人以上子どもを欲しい・育てたいと思うことが普通だと思っている

4 周囲からのサポート：親の近くに（一緒に）住んで子育てしようと考えているためサポートが期待できる

5 事業の有効性：国や地方自治体からの支援が手厚くなり、金銭的な負担が軽減できると考えるため

6 その他：子どもが好きだから

7 その他：自由記述

Q20-2３人以上欲しい・育てたいと思わない理由 MA ※上限なし

２人以下で良いと思っている（2人目、３人目は迷っている／欲しい・育てたいと思わない）理由を教えてください。　→全員回答Q21へ

1 経済的不安：３人目以上になると、収入面での不安が出てくると思う

2 経済的不安：国や地方自治体からの支援が手厚くても、物価高騰は収まらず、経済的に厳しいと考えるから

3 環境：自分が子どもを欲しい・育てたいと思うころには、育児に対する意識や世の中の考え方（福利厚生等）が変わらず、子育て環境も改善されないと考えるから

4 環境：産休や育休等が就職後のキャリアに影響を与えるのではないかと感じるため

5 周囲からのサポート：親からのサポートが期待できない

6 体力的不安：子どもは欲しい・育てたいが出産や育児は辛いイメージがあるため

7 その他：自由記述

Q20-3結婚はしても子どもを欲しい・育てたいと思わない理由 MA ※上限なし

子どもを欲しい・育てたいと思わない理由を教えてください。→全員回答Q21へ

1 経済的不安：物価高など経済面に不安があるため、夫婦で幸せに暮らすことが理想

2 経済的不安：本音は欲しい・育てたいが、子どもを育てていくだけの収入や経済的安定を得られるか不安

3 環境：自分が子どもを欲しい・育てたいと思うころには、育児に対する意識や世の中の考え方（福利厚生等）が変わらず、子育て環境も改善されないと考えるから

4 環境：産休や育休等が就職後のキャリアに影響を与えるのではないかと感じるため

5 体力的不安：出産や育児は辛いイメージがあるため

6 その他：2人だけの時間を大切にしたい

7 その他：自由記述

Q20-4子育てについて、実感がわかない理由 MA ※上限なし

子育てへの実感がわいていない・わからない理由を教えてください。→全員回答Q21へ

1 年齢的に想像できない

2 自分のキャリアや将来が最優先

3 経済的に独立していないため考えたこともなかった

4 子育てに関して興味を持ったことがなかった

5 その他：自由記述

Q21 結婚等について考える年代について SA ※

実際に結婚や子育てについて考え始めるのはどの年代になってからだと思いますか？

1 20代前半

2 20代後半

3 30代以降

4 わからない
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■その他（龍ケ崎のことについて）
Q22 龍ケ崎のNPS SA ※

あなたは龍ケ崎市をほかの人にどれくらい勧めたいですか？

1 0（絶対に勧めない）

2 1（勧めたくない）

3 2（勧めたくない）

4 3（勧めたくない）

5 4（勧めたくない）

6 5（勧めたくない）

7 6（少しは勧めたい）

8 7（少しは勧めたい）

9 8（勧めたい）

10 9（勧めたい）

11 10（とても勧めたい）

Q23 どうすれば若者の定住促進につながるか FA

どうすれば、市内で若者・子育て世代や学生が楽しめ、将来住みたいと思えますか？（環境等）　（自由記述）

Q24 どうすれば結婚や子どもを授かりたいと思えるか FA

どのようにすれば、結婚をしたり、子どもを授かりたいと思えるようになると考えますか？（支援・補助金・施設等）　（自由記述）

Q25 市の政策への関心 SA ※

市の政策に対して、意見を表明したいと思いますか？

1 思う

2 どちらかと言えば思う

3 どちらかと言えば思わない

4 思わない

Q26 市の政策等に意見表明する機会と手法について MA ※

市の政策等に意見を表明する機会として、どのような手法があれば参加したいと思いますか？

1 対面による会議やワークショップでの意見交換

2 オンラインによる意見交換

3 SNSやチャットなど、WEB上での意見交換

4 アンケート調査への回答

5 参加したくない

6 その他：自由記述

Q27 龍ケ崎市とスポーツクライミングについて1 SA ※

あなたはスポーツクライミング（ボルダリング）に対する認知度を教えてください。

1 経験したことがある（経験場所：ニューライフアリーナ）

2 経験したことがある（経験場所：フォレストアドベンチャー・龍ケ崎）

3 経験したことがある（経験場所：クライミングジム）

4 経験したことがある（経験場所：イベント等設置の特設ウォール）

5 経験したことがある（経験場所：その他）

6 知っている（今後やってみたい）

7 知っている（今後もやってみたいと思わない）

8 知らなかった（今後やってみたいと思う）

9 知らなかった（今後もやってみたいと思わない）

Q28 龍ケ崎市とスポーツクライミングについて2 FA ※

スポーツクライミングに関連するどのようなイベントであれば参加したいと思いますか？

（例）全国規模の大会の観戦やボランティア参加、クライミング×音楽の掛け合わせイベント等
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